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５
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催
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７
月
の
広
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　将来はシェフなどの、料理に関係する仕事をし
たいと思っています。母に頼まれて食事を作った
ことがきっかけで、料理をするのが好きになりまし
た。親子丼やキーマカレーを作るのが得意です。

小佐々　湘
しょう

太
た

さん
来民小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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やまがブランド商品紹介コーナー

今月の表紙
鹿央古代の森交流施設「里やま」に咲く睡

すい

蓮
れん

　８月５日㈰まで、鹿央里やま蓮
はす

まつりが開催中で
す。表紙の写真は６月13日に撮影した睡蓮。蓮よ
り一足早く咲いていました。まつり期間中は写真・
俳句コンテストやスタンプラリーなどが開催。７月
８日㈰には子どもスケッチ大会が行われます。

問い合わせ先：鹿央物産館　☎（36）3838

並んで咲く睡蓮の花

　下記のサイトやアプリで広報やまがを電子データとして
閲覧することができます。

■マイ広報紙
　全国の登録自治体の広報紙を記事ごとに閲
覧できるサイトです。

「マイ広報紙」で検索
URL　https://mykoho.jp

■マチイロ
　全国の登録自治体の広報紙を閲覧できるス
マートフォンアプリです。

「マチイロ」で検索
URL　https://machiiro.town

　どちらも事前に広報やまがを設定しておくことで、簡単
に閲覧できるようになります。

問情報システム広報課　☎ (43)1118

QR コード

QR コード

先月号に引き続き、演出の磨き上げと新たなチャレンジなどをお知らせします。

　例年、山鹿小学校の体育館に千人灯籠踊り用の金灯籠
を並べていますが、この光景は年に一度しか見ることの
できない貴重なものです。これまではマスコミ向けに公
開していましたが、ことしは時間を限定して、一般公開
します。
日　時　８月 15日㈬　午後４時～９時まで（予定）
場　所　山鹿小学校体育館内

　昨年度、試行的取り組みとして実施したオープニング
イベントを、ことしは地元高校生などの協力を得て、さ
らにバージョンアップして実施します。
日　時　８月 15日㈬　午後６時 20分～７時 45 分
場　所　�豊前街道～おまつり広場付近（八千代座～さく

ら湯）

　千人灯籠踊り終了後、踊り手の
一部は大宮公園を通り、大宮神社
へ踊りが無事に終わったことを報
告します。その後、奉納を待つ上
がり灯籠が並ぶ中、参道を退場し
ます。
日　時　８月 16日㈭　
　　　　午後９時～９時半
場　所　大宮神社参道付近

オープニングイベント金灯籠ディスプレイ展示

「上がり灯籠」のクローズアップ

2018 山鹿灯籠まつり information

千人灯籠踊りの出番を待つ金灯籠 上がり灯籠

問商工観光課　☎（43）1579

平成元年平成２年平成３年平成４年平成５年平成６年平成７年平成８年平成９年平成10年平成11年

平成12年

平成23年平成24年平成25 年平成26年平成27年平成28年平成29年

平成13年平成14年平成15年平成16年平成17年平成18年平成19年平成20年平成21年平成22年

平成30年 灯籠まつりポスターが 30 周年を迎えます
　毎年、さまざまなポーズの灯籠娘が描かれるポスターのイメージ
デザインは、平成元（1989）年から、美人画で有名なイラストレーター
の鶴田一

いち

郎
ろう

氏（天草市出身）に制作を依頼していて、ことしで 30 周
年を迎えます。
　鶴田氏は、これまで数々の作品を手掛けられましたが、灯籠まつ
りポスターに関しては「40 年近いキャリアの中でも、
ここまで続いている仕事は少ない」とのこと。現在は
京都市を拠点とし、新たな取り組みにチャレンジされ
ています。
　30周年を記念して、これまでの原画を収録したブッ
クレットや記念切手シートなどが発行される予定です。 鶴田一郎氏
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2019 女子ハンドボール世界選手権大会

平成 31 年度全国高等学校総合体育大会（ハンドボール競技）
2019 女子ハンドボール世界選手権大会　山鹿市実行委員会を設立

　５月 28 日、両大会の山鹿市実行委員会を設立しま
した。市役所で行った設立総会には、関係者ら約 50
人が出席。本市で開催される大会の成功のため、行政、
議会、教育、体育、産業経済、観光宿泊、交通輸送、
社会団体、官公庁などの各団体が一丸となって「オー
ル山鹿」で準備と運営に取り組むことを確認しました。
　両大会の会長を務める中嶋憲

けん

正
せい

市長は「大会の成功
に向けて、運営や応援、おもてなしなど、さまざまな
面で万全の準備を進めたい。ハンドボールのまち山鹿
として、選手はもとより、大会に関わる市民にとって
記憶に残る大会にしたい」と話しました。今後は実行
委員会が中心となって、準備を進めていきます。

来年度開催される 24 カ国の女子チームによる世界一決定戦に、あなたも大会運営ス
タッフとして参加してみませんか。外国語が生かせる役割もあります。

ボランティア募集

募集期間募集期間

活動期間

募集要件

募集区分

申し込み方法

主な活動内容

問い合わせ先

2018 年７月中旬～ 11 月 20 日㈫

2019 年 11 月末～ 12 月 15 日ごろまで

15 歳以上（2019 年４月１日現在）で、活動期間中３日間以上参加できる人など

①個人 ②グループ（２人以上）③団体（教育機関、企業、その他）

大会ホームページから申し込み、または応募用紙を郵送

2019 女子ハンドボール世界選手権大会組織委員会
ボランティア担当　☎ 096（333）2558

https://japanhandball2019.com/

メディア・来賓対応、ボランティアセンター運営補助、イベント運営補助、
競技・会場運営補助、案内業務、医療補助、事務局補助など

◀詳しくは７月中旬以降、大会ホームページで
　お知らせします。

2017 ドイツ大会のボランティア

実行委員会設立総会の様子

《両実行委員会に関する問い合わせ先》
　社会体育課　世界ハンドボール大会推進室
　☎（43）1150

平成 30 年度

山鹿市職員採用試験
問総務課職員係　☎（43）1117

超絶・菊鹿ワイン U さん

職員採用試験って、いつあるの？

チブサン古墳ロマン K さん

会場は？　募集人員は？

I ♥鞠智城 F さん

受験する人は市役所総務課まで願書を持参するか、郵送（８月
10 日㈮消印有効）してください。
インターネットでの申し込みもできます。

灯籠きれいか〜T さん

● 第１次試験日　９月 16 日㈰

八千代姫 F さん

願書は市役所総務課、各市民センターで配布しています。
市ホームページからもダウンロードできます。

山鹿に恋した仲間たち（平成 29 年度採用職員一同）

渓谷ワンダフル I さん

● 試験会場　城北高等学校（山鹿市志々岐 798）
● 募集人員

職　種 予定人数 受験資格
一般事務（大卒） ７人程度 昭和 63 年４月２日以降生まれの人
一般事務（高卒） ２人程度 平成５年４月２日以降生まれの人
一般事務（学芸員）１人程度 昭和 63 年４月２日以降生まれの人

● 願書受付期間　７月 23 日㈪〜８月 10 日㈮



こくほ と 後期高齢者医療 からのお知らせ
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新
し
い
保
険
証
を
７
月
中
に

簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す

　
簡
易
書
留
を
受
け
取
る
と
き
は
、

受
領
印
が
必
要
で
す
。
保
険
証
が
届

い
た
ら
、
記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
留
守
な
ど

で
郵
便
局
か
ら
不
在
連
絡
票
を
受
け

取
っ
た
と
き
は
、
記
載
内
容
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日
㈬
か
ら
は
新
し
い
保
険

証
を
使
用
し
、
古
い
保
険
証
は
、
は

さ
み
な
ど
で
裁
断
し
破
棄
し
て
く
だ

さ
い
。

入
院
な
ど
で
医
療
費
の
支
払
い
が

高
額
に
な
る
と
き
は
、
限
度
額
適

用
認
定
証
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
１
カ
月
間
で
１
つ
の
医
療
機
関

（
入
院
・
外
来
別
）
の
医
療
費
の
支

払
い
が
高
額
に
な
る
場
合
、
事
前
に

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機

関
へ
提
示
す
る
と
、
世
帯
に
応
じ
た

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
で

済
み
ま
す
。
認
定
証
が
必
要
な
人
は

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は
、

有
効
期
限
が
７
月
31
日
㈫
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
必
要
な

人
は
、
切
り
替
え
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る

と
限
度
額
適
用
認
定
証
は
交
付
で

き
ま
せ
ん
。

【
利
用
手
続
き
】

受 

付
場
所
：
国
保
年
金
課
ま
た
は
各

市
民
セ
ン
タ
ー

必 

要
書
類
：
①
新
し
い
保
険
証
②
印

か
ん
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る

も
の

● 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者

　
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
で
、
引

き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
新
し
い
認

定
証
を
保
険
証
に
同
封
し
て
い
ま

す
。
申
請
は
不
要
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
改
定

　　
保
険
料
は
所
得
割
額
と
均
等
割
額

の
合
計
で
、
個
人
ご
と
に
計
算
さ
れ

ま
す
。
保
険
料
率
は
昨
年
度
と
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
軽
減
内
容
が
見
直
さ

れ
ま
す
。

◀ 

保
険
料
の
計
算
式
（
昨
年
度
と
同

率
）

●
保
険
料
の
軽
減
内
容

1
所
得
が
低
い
人

　

●　
保
険
料
の
均
等
割
額
の
軽
減

　
同
じ
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
全
員
と
、
世
帯
主
の

「
総
所
得
金
額
等
を
合
計
し
た
額
」

を
基
に
均
等
割
額
を
軽
減
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
５
割
軽
減
と
２
割
軽

減
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
詳

し
く
は
下
記
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　

●
　

保
険
料
の
所
得
割
額
の
軽
減

　
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金
額
等
が

58
万
円
以
下
の
被
保
険
者
に
対
す
る

所
得
割
額
の
軽
減
措
置
は
、
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　
被
用
者
保
険
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

　
て
い
た
人

　
今
年
度
は
７
割
軽
減
か
ら
５
割
軽

減
へ
変
更
さ
れ
ま
す
。
所
得
割
額
は

か
か
り
ま
せ
ん
。

※�

被
用
者
保
険
と
は
協
会
け
ん
ぽ
、

健
保
組
合
、共
済
組
合
な
ど
で
す
。

※�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
日
の
前
日
ま
で
被
用
者
保
険
加

入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
が
対

象
で
す
。

●
保
険
料
の
納
め
方

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
特

別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
）

か
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
）
で
納
め
ま
す
。

　
７
月
に
今
年
度
の
保
険
料
額
を
お

知
ら
せ
す
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
決
定
通
知
書
」
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
納
め
方
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

８月から保険証が変わります

後期高齢者医療保険料の改定

山鹿　 太朗
山鹿市山鹿９87番地3 見本

後期高齢者医療被保険者証
有 効 期 限　平成３０年　７月３１日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

性 別 男

被保険者番号
住　　　　所

氏　　　　名

生年月日  大 正　１年　１ 月　１ 日
発効期日  平 成２０年　４ 月　１ 日
一部負担金
の　割　合
保険者番号
保 険 者 名

平成２０年　４月　１日
交 付 年 月 日 

１割

３ ９ ４ ３ １ ２ ３ ４
熊 本 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合

熊本県後
期高齢者
医療広域
連合之印

資格取得年月日 

平成２９年　８月　１日

山鹿　 太郎
山鹿市山鹿９87番地3 見本

後期高齢者医療被保険者証
有 効 期 限　平成３１年　７月３１日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

性 別 男

被保険者番号
住　　　　所

氏　　　　名

生年月日  大 正　１年　１ 月　１ 日
発効期日  平 成３０年　４ 月　１ 日
一部負担金
の　割　合
保険者番号
保 険 者 名

平成２０年　４月　１日
交 付 年 月 日 

１割
３ ９ ４ ３ １ ２ ３ ４
熊 本 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合

熊本県後
期高齢者
医療広域
連合之印

資格取得年月日 

平成３０年　８月　１日

〈
黄
色
〉

▼
新
し
い
保
険
証
に
記
載
し
て
い

る
一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
平
成

30
年
度
（
平
成
29
年
分
）
の
住
民

税
の
課
税
所
得
を
基
に
判
定
し
、

「
１
割
」
ま
た
は
「
３
割
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

●
　

75
歳
以
上
の
人

　

●
　�

65
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
一
定

の
障
が
い
の
あ
る
人
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

認
定
を
受
け
て
い
る
人

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
こ
と

●
国
民
健
康
保
険
係

☎（
43
）１
５
２
７

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
関
す

る
こ
と

●
後
期
医
療
年
金
係

☎（
43
）１
５
７
６

保険料額（年額）
上限額は 62 万円

均等割額（一人当たり）
47,900 円

世帯（被保険者全員と世帯主）の総所得の
合計額が下記に該当する世帯

軽減割合
軽減後の
均等割額

昨年度との比較

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、被保険者全員
の年金収入の控除額をそれぞれ 80 万円として計算したうえ
で所得が 0 円となる場合

９割 4,790 円 変更なし

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯 8.5 割 7,185 円 変更なし

「基礎控除額（33 万円）」＋「27 万５千円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯

５割 23,950 円 対象者を拡大

「基礎控除額（33 万円）」＋「50 万円×世帯の被保険者数」
を超えない世帯

２割 38,320 円 対象者を拡大

所得割額

　総所得金額等　−　 33 万円　　
　　　　　　　　　 （基礎控除）　

× 所得割率 9.26％
｛ ｝

●保険料の均等割額の軽減該当一覧表

●
問
い
合
わ
せ
先

普
通
徴
収
の
保
険
料
は
納
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

＝
＋

2

〈
ピ
ン
ク
色
〉

●
一
般
の
保
険
証

　
●
国
民
健
康
保
険

　
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

●
退
職
の
保
険
証

〈
う
ぐ
い
す
色
〉

熊 　 本 　 県
国民健康保険
被 保 険 者 証

熊本県山鹿市
山鹿987番地3

430132
0968-43-1527 山 鹿 市

熊本懸
山鹿市
之印

山鹿　太郎

有 効 期 限
交付年月日
記 号 山 鹿

熊本県山鹿市山鹿987番地3

昭和５０年　１月　１日
平成３０年　１月　１日

山鹿　太郎

氏 名
住 所

生 年 月 日
適用開始年月日

世 帯 主 氏 名
交付者住所

T E L

保険者番号

交 付 者 名

性別 男

平成３１年　７月３１日
平成３０年　８月　１日
番号 1 2 3 4 5 6 7

熊 　 本 　 県
国民健康保険
被 保 険 者 証

熊本県山鹿市
山鹿987番地3

67430132
0968-43-1527 山 鹿 市

熊本懸
山鹿市
之印

山鹿　太郎

有 効 期 限
交付年月日
記 号 山 鹿

熊本県山鹿市山鹿987番地3
昭和２８年　９月　１日
平成２６年　４月　１日
平成２６年１０月　１日
山鹿　太郎

氏 名
住 所
生 年 月 日
適用開始年月日
該 当 年 月 日
世 帯 主 氏 名
交付者住所

T E L

保険者番号

交 付 者 名

性別 男
退職本人

退
平成３１年　７月３１日
平成３０年　８月　１日
番号 1 2 3 4 5 6 7

７月 31日㈫まで

７月 31日㈫まで

７月 31日㈫まで

８月１日㈬から

８月１日㈬から

８月１日㈬から

※ 

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯
は
、
窓
口
で
の
交
付
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
対
象
世
帯
に
は
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
保

険
税
を
納
付
す
る
か
、
税
務
課
収
納
係
で
納
税
相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
保
で
ホ
ッ
！
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　児童や障がいのある人のために、いろいろな制度がある
のをご存じですか。このページでは、各制度の概要を紹介
します。それぞれに認定の申請が必要ですので、まずはご
相談ください。

子育て支援・障がい者（児）制度

知っておきたい
　
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

　

●
　

対
象
年
齢

　
18
歳
到
達
後
の
３
月
31
日
ま
で
。

　

●
　

助
成
額

　
通
院
・
入
院
に
か
か
る
医
療
費
を
全
額
助

成
し
ま
す
。
保
険
適
用
外
・
高
額
療
養
費
・

入
院
時
の
食
事
代
、
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚

園
内
で
の
け
が
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

　

●
　

助
成
方
法

　
熊
本
県
内
の
医
療
機
関
を
外
来
受
診
す
る

場
合
「
健
康
保
険
証
」
と
「
子
ど
も
医
療
費

受
給
者
証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

　
県
外
の
医
療
機
関
や
入
院
な
ど
の
場
合

は
、
い
っ
た
ん
窓
口
で
医
療
費
を
支
払
い
、

１
カ
月
ご
と
に
領
収
証
を
ま
と
め
て
、
市
役

所
福
祉
援
護
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

●
　

必
要
書
類

　
①�

医
療
費
の
領
収
証（
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）

　
②
印
か
ん
（
認
め
印
）

　

●　

申
請
期
限

　
診
療
月
の
翌
月
か
ら
起
算
し
て
１
年
間
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
と
福
祉
の
向

上
を
目
的
に
、
医
療
費
の
全
額
ま
た
は
３
分

の
2
を
助
成
す
る
制
度
で
す
。
所
得
に
よ
る

制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　
①�

20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
母

子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父

　
②�

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子
家
庭
の

児
童

　
養
育
医
療
の
給
付

　
身
体
の
発
育
が
未
熟
な
ま
ま
で
生
ま
れ
、

入
院
を
必
要
と
す
る
乳
児
に
対
し
て
、
そ
の

治
療
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
負
担
し
ま

す
。

　

●
　

対
象
者

　
指
定
医
療
機
関
の
医
師
が
、
養
育
の
た
め

の
入
院
治
療
の
必
要
性
を
認
め
た
１
歳
未
満

の
未
熟
児
。

　
児
童
手
当

　
児
童
の
家
庭
生
活
に
お
け
る
安
定
と
健
や

か
な
成
長
の
た
め
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

●
　

対
象
者

　
中
学
校
修
了
前
（
15
歳
到
達
後
の
３
月
31

日
ま
で
）の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
。

　

●
　

認
定
請
求
な
ど

　
出
生
、転
入
な
ど
に
よ
り
新
た
に
受
給
資

格
が
生
じ
た
場
合
、児
童
手
当
を
受
給
す
る

に
は
、出
生
や
転
入
か
ら
15
日
以
内
に
福
祉

援
護
課
窓
口
（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
）へ

「
認
定
請
求
書
」の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

●　
現
況
届
…
毎
年
６
月
に
提
出

　
児
童
扶
養
手
当

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
に
助
力
し
、

児
童
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

　

●
　

対
象
者

　
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
に

達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
あ
る
人
ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
で
定

め
る
程
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
人
）
を

監
護
す
る
母
、
ま
た
は
児
童
を
監
護
し
、
か

つ
、
生
計
を
同
じ
く
す
る
父
。

　
父
母
が
い
な
い
、
父
母
が
養
育
し
な
い
場

合
に
は
、
児
童
の
養
育
者
。

　
①�

父
母
の
離
婚
後
、
父
ま
た
は
母
と
生
計

を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童

　
②
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

　
③�

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態

に
あ
る
児
童

　
④�

父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

児
童

　
⑤�

父
ま
た
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上

遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑥�

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
D
V
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

　
⑦�
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

　
⑧�

母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童（
認

知
さ
れ
た
児
童
を
含
む
）

　
⑨�

母
が
児
童
を
妊
娠
し
た
と
き
の
事
情
が

不
明
で
あ
る
児
童

　

●
　

次
の
場
合
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

　
●
　

児
童
が

　
①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

　
②�

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
ま
た
は
里

親
に
預
け
ら
れ
た
と
き

　
●
　

父
ま
た
は
母
が
（
も
し
く
は
養
育
者
が
）

　
①
日
本
国
内
に
住
所
が
な
い
と
き

　
②�

養
育
者
の
場
合
は
児
童
と
別
居
し
て
い

る
と
き

※�

公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
人
で

も
、
そ
の
金
額
が
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

額
よ
り
も
低
い
場
合
は
、
差
額
分
を
受
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

●　
所
得
制
限

　
手
当
を
請
求
す
る
本
人
、
そ
の
配
偶
者
や

扶
養
義
務
者
の
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま

す
。

　

●　
現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

  

● 

８
ペ
ー
ジ
の
制
度

福
祉
援
護
課　
障
が
い
福
祉
係

☎（
43
）０
０
５
２

  

● 

９
ペ
ー
ジ
の
制
度

福
祉
援
護
課　
児
童
家
庭
係

☎（
43
）０
０
５
２

■
各
制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　
重
度
の
心
身
障
が
い
が
あ
る
人
に
対
し

て
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
所
得

に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　�

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

　
②
療
育
手
帳
Ａ
１
ま
た
は
Ａ
２

　
③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

　
自
立
支
援
医
療
費
助
成

　
（
更
生
医
療・育
成
医
療・精
神
通
院
医
療
）

【
更
生
医
療
給
付
費
助
成
】

　
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
18
歳
以
上
の
人

に
対
し
て
、
原
因
と
な
る
病
気
が
治
っ
た
後

に
残
さ
れ
た
機
能
障
が
い
に
つ
い
て
、
日
常

生
活
や
仕
事
の
た
め
に
障
が
い
を
取
り
除
く

こ
と
や
、
軽
減
、
回
復
さ
せ
る
た
め
、
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
育
成
医
療
費
助
成
】

　
18
歳
未
満
で
体
に
障
が
い
や
病
気
が
あ

り
、
放
置
す
る
と
将
来
体
に
障
が
い
が
残
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
手
術
な
ど
の
治
療
で
障

が
い
の
改
善
が
期
待
で
き
る
人
に
対
し
て
、

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
精
神
通
院
医
療
費
助
成
】

　
精
神
疾
患
の
治
療
の
た
め
に
医
療
機
関
に

通
院
す
る
場
合
に
、
医
療
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
入
院
医
療
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

※�

こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
が
１
割
と
な
り
ま
す
。

所
得
な
ど
に
応
じ
て
１
カ
月
あ
た
り
の
上

限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
支
給
の
対
象
に
な
る
障
が
い
児
を
養
育
す

る
父
ま
た
は
母
、
父
母
に
代
わ
っ
て
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
所
得
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
と
な
る
児
童

　
20
歳
未
満
で
、身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に

障
が
い
の
あ
る
児
童
。

※�

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
や
、障
が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受

け
ら
れ
る
児
童
の
場
合
は
原
則
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

　

●
　

支
給
額
（
月
額
）

　
①
１
級
該
当
児
童
一
人
に
つ
き
…

５
万
１
７
０
０
円

　
②
２
級
該
当
児
童
一
人
に
つ
き
…

３
万
４
４
３
０
円

　

●
　

現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
特
別
障
害
者
手
当

　
重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
で
常

時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
、
20
歳
以
上

の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
病
院
に
３
カ
月
以

上
入
院
し
て
い
る
場
合
や
、
施
設
に
入
所
し

て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
に

よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　
①
重
度
の
障
が
い
が
２
つ
以
上
あ
る
人

　
②�
重
度
の
肢
体
不
自
由（
寝
た
き
り
な
ど
）

で
、
日
常
生
活
動
作
が
一
人
で
は
ほ
と

ん
ど
で
き
な
い
人

　
③�
重
度
の
精
神
障
が
い
、ま
た
は
重
度
の
知

的
障
が
い
の
た
め
、食
事
、用
便
、会
話
な

ど
の
日
常
生
活
能
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
人

　

●
　

支
給
額
（
月
額
）
…
２
万
６
９
４
０
円

　

●
　

現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
障
害
児
福
祉
手
当

　
重
度
の
障
が
い
の
た
め
、
日
常
生
活
に
介

護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、

障
が
い
を
事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
ら
れ
る

児
童
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
所
得
に
よ
る
制

限
が
あ
り
ま
す
。

　

●
　

対
象
者
（
次
の
ど
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

　
①�

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び
２
級
程

度
の
人

　
②
療
育
手
帳
Ａ
１
程
度
の
人

　

●
　

支
給
額
（
月
額
）
…
１
万
４
６
５
０
円

　

●　
現
況
届
…
毎
年
８
月
に
提
出

　
熊
本
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　
重
度
の
障
が
い
者
（
児
）
を
扶
養
し
て
い

る
保
護
者
が
、
死
亡
ま
た
は
重
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③
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④
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る
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　人権の花運動は、法務省の人権啓発活動（地方委託
事業）の一環として、子どもたちが協力しながら花を
育てることを通して、生

い の ち

命の尊さを実感し、お互いの
人権を尊重し合う優しさと思いやりの心を育むことを
目的に実施。昭和 57 年から全国の小学校などで行わ
れています。
　今年度、本市からは来民小学校（大坂高

たか

弘
ひろ

校長：児
童数 250 人）が実施校に選ばれ、５月 10 日、熊本地
方法務局山鹿支局、山鹿人権擁護委員協議会と山鹿市

から同校へ、マリーゴールドや日
にち

々
にち

草
そう

などの花の苗や
培養土、プランターを贈りました。
　児童を代表して６年生の豊田理

り

琴
こ

さんが「いただい
た花の命を大切に育て、大きな心の花をみんなで咲か
せます」と、お礼を述べました。
　これから児童が協力し合って水やりなどのお世話を
続け、きれいな花が咲くまで大切に育てます。秋には、
その花からできる種を収穫し、街頭啓発のときなどに
地域の皆さんへ配布する予定です。

イベント情報
ひだまり図書館・こもれび図書館では、夏休みの自由研究に役立つ本や読書感想文・感想画の課題図
書を紹介するほか、楽しいイベントを行います。ぜひご来館ください。

問☎（43）1082

問☎（46）1310

夏！・つくる・みる・感じる

1ひだまりザウルスをつくろう　対象：小学生以上
７月 21 日㈯　午前 10 時～正午　場所：２階会議室 C
大きな恐竜の骨格模型を段ボールで製作。夏休み期間中、
館内で展示します。

2こども１日司書体験　対象：小学４年～６年生
７月 25 日㈬・26 日㈭　午前10 時～正午／午後 2 時～４時

ひだまり図書館で司書のお仕事が体験できます（館内案内、

カウンターでの貸し出し、POP 作成など）。こども１日司書

認定証を差し上げます。※要予約　定員各 2 人（先着順）

3肥後民謡・灯籠踊り体験　対象：幼児・小学生
７月 27 日㈮　午前 10 時半～　場所：２階大会議室
鹿本農業高校郷土芸能伝承部による肥後民謡と山鹿灯籠

踊りの鑑賞と踊りの体験をしよう。

4スペシャルなおはなし会　対象：幼児、小学生と保護者
7 月 28 日㈯　午後 2 時～ 2 時半　場所：のびのびルーム
ボランティアによるスペシャルなおはなしをプレゼント。

5夏休みの上映会　対象：幼児、小学生
「新・恐竜大進撃」７月 28 日㈯　午後２時半
「ざわざわ森のがんこちゃん」８月 11 日㈷　午後２時半
場所：２階視聴覚室　各 50 分程度

6ひだまり図書館内での展示コーナー
夏休みおたすけコーナー（夏休みの課題に適した資料展示）
ジュニア科学道／怪談／平和／なつのえほん／おばけの
えほん

1夏の図書館 de シネマ　対象：一般
７月 22 日㈰　午後２時～３時半　場所：中会議室１

「綾小路きみまろ 爆笑！最新ライブベストセレクション①」

2こども１日司書体験　対象：小学４年～６年生
７月 23 日㈪・24 日㈫　午前10 時～正午／午後 2 時～４時

こもれび図書館で司書のお仕事が体験できます（館内案内、

カウンターでの貸し出し、POP 作成など）。こども１日司書

認定証を差し上げます。※要予約　定員各 2 人（先着順）

3求む！図書館男子 図書館女子　対象：高校生
７月 31 日㈫　午後２時～４時
市内４校の高校生が集まり、図書館をテーマに意見交換。

「今読みたい！おすすめ本」を選び、展示します。
※要予約　定員各校 2 人（先着順）

4 折って遊べる簡単折り紙「ぴょんぴょんカエル」
と「ゆびわ」を作ろう！　対象：幼児、小学生

８月５日㈰　午前 10 時～ 11 時／午後２時～３時
場所：えほんコーナー

5こもれび夜のおはなし会　対象：幼児、小学生と保護者
８月 10 日㈮　午後６時～７時
ボランティアによる絵本の読み聞かせや手遊びをします。

6夏休みこども上映会　対象：幼児～一般
８月 26 日㈰　午後２時～３時　場所：中会議室１

「げんきげんきノンタン　がんばるもん」

図書館

ひだまり図書館

こもれび図書館

2018 夏休み

児童へ花の苗の贈呈 児童代表豊田さんのお礼の言葉

優しさと思いやりの心を育む「人権の花運動」　〜来民小学校〜

   第３回 キタクマ・ヤッホートレイル
出場者とボランティア募集

　熊本県北観光協議会では、菊池川流域
の豊かな自然と県北地域の魅力をＰＲす
る「キタクマ・アウトドアフェス」を開催
しています。山鹿市では、大人気のトレ

イルランニング大会「キタクマ・ヤッホー
トレイル」を、ことしも実施します。現在、
大会出場者と大会を支えてくれるボラン
ティアスタッフを募集中です。

１．大会日時
　９月９日㈰　競技開始　午前 7時半～
　　※雨天決行
２．会　場　矢谷渓谷キャンプ場周辺
３．競技種目　※かっこ内は定員
　①小学生の部（30人）…約 3.5㌔
　②女性の部（50人）…約 3.5㌔
　③�一般男女ショート（150 人）…約 13㌔
　　累積標高 1,200 ｍ、制限時間４時間
　④�一般男女ロング（200 人）…約 30㌔
　　累積標高 2,200 ｍ、制限時間８時間
４．参加費
　�① 1,000 円　② 2,000 円　③ 3,500 円
　④ 6,500 円
５．ボランティアスタッフ
　・エイドステーションスタッフ

　・コース誘導スタッフ
　・スイーパースタッフ（最後尾）
　・�大会会場スタッフ（会場設営、ゴール
テープなど）

６．申込期限　８月 13日㈪
７．申し込み方法
　�競技、ボランティアへの参加は、商工観
光課へ電話で申し込んでください。

８．主催・問い合わせ先
　熊本県北観光協議会（山鹿市商工観光課）
　☎（43）1579



⓫

問い合わせ先
社会教育課

☎（43）1651

菊池川 日本遺産 検索
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国 民 年 金 情 報

国民年金保険料免除制度のお知らせ
保険料を納めることが困難な場合にご利用ください

　●国民年金保険料免除制度

問
国保年金課　後期医療年金係　☎(43)1576
熊本西年金事務所　      ☎096(353)0142

　国民年金第１号被保険者が納める保険料は、所得が少
ないときや離職したとき、災害で財産の 2分の 1以上の
損害を受けたときなどに納めることが困難な場合は、免
除制度や納付猶予制度が利用できます。

▼免除の期間
　免除申請が認められて免除が受けられるのは、毎年７
月から翌年６月までの１年間です。全額免除・納付猶予
の継続申請をしている人以外は、毎年申請が必要です。
７月以降に手続きをしてください。
　免除申請は過去２年（申請月の２年１カ月前の月分）
までさかのぼって申請できます。免除申請をしても、前
年度の所得によっては認められない場合もあります。

▼申請先と必要書類
受付場所　国保年金課または各市民センター
必要書類　 ①年金手帳または納付書②印かん③直近の２

年以内に離職した人は、離職票または雇用保
険受給資格者証

　20 歳になると国民年金の被保険者と
なり、保険料の納付が義務付けられま
す。学生の場合は本人の所得が一定以
下であれば、申請により在学中の保険
料の納付が猶予される学生納付特例制
度が設けられています。
　学生納付特例の承認を受けた期間は、右の別表のとお
り年金額には反映されませんが、受給資格期間へ算入で
きます。

▼免除の期間
　毎年４月から翌年３月までの１年間です。毎年手続き
が必要です。

▼申請先と必要書類
受付場所　国保年金課または各市民センター
必要書類　�①在学証明書（原本）または学生証の写し　

②印かん

　免除の承認を受けた期間の保険料は、10 年以内であ
れば、申し出によりさかのぼって納付できます。追納を
行う場合は申し込みが必要です。

受給資格期間
への算入 年金額への反映

全額免除 ○ ○
一部免除※ ○ ○
納付猶予

学生納付特例 ○ ×
未納 × ×

《納付免除したときの年金額への反映など》

※ 一部免除の場合は、減額された保険料を納めること
が必要です。納めていない場合は未納扱いとなりま
すのでご注意ください。

▶
保
険
料
納
付
状
況

別表

国
庫
負
担
分

自
己
負
担
分

全
額
納
付

全
額
免
除

半
額
免
除

４
分
の
３
免
除

４
分
の
１
免
除

未
納

受
け
取
り
不
可

50％
62.5％

75％
87.5％

100％

　重度の障がいを受けた場合や、死亡といっ
た不慮の事態が生じたときに保険料の未納期
間があると、障害基礎年金・遺族基礎年金が
受け取れない場合があります。
　ただし、免除や納付猶予制度の承認を受け
ている期間は未納扱いにはなりませんので、
万が一の時にも安心です。

万が一に備えて

　●学生納付特例制度

　●追納制度

　免除が承認された期間は、全額納付し
た場合と比べ、下のグラフのとおり受け
取る老齢基礎年金額が少なくなります。

受け取る年金額の割合
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明豊開潮受堤防

江戸時代以降の干拓で生まれた菊池川河口の耕作地

明丑開潮受堤防
末広開潮受堤防

末広開樋門

大お
お

野の

下し
も

雨あ
ま

乞ご

い
奴や

っ
こ

踊お
ど

り

　
玉
名
市
岱
明
町
大
野
下
で
古
く

か
ら
行
わ
れ
て
い
る
雨
乞
い
神
事

で
、奴
姿
の
数
十
人
が
天
を
突
き
、

地
を
踏
み
固
め
て
奉
納
し
ま
す
。

と
　
き
　
７
月
29
日
㈰

と
こ
ろ
　
大
野
下
八
幡
宮

問
い
合
わ
せ
先
　
玉
名
市
文
化
課

　
　
☎
０
９
６
８（
75
）１
１
３
６

イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー

　
菊
池
渓
谷
か
ら
水
を
取
り
入
れ

て
い
る
農
業
用
水
「
原は

る

井い

手で

」を

利
用
し
た
里
山
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

で
す
。

期�

　
間

　
９
月
23
日
㈰
ま
で
の
㈯
・
㈰
・
㈷

集�

合
場
所

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

問�

い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

施
設
の
中
で
、
最
も
保
存
状
態
の

よ
い
も
の
は
玉
名
市
大
浜
町
の
末す

え

広ひ
ろ

開び
ら
き

潮し
お

受う
け

堤
防
と
樋
門
、
玉
名
市

横
島
町
の
明め

い

丑ち
ゅ
う

開び
ら
き

、
明め

い

豊ほ
う

開び
ら
き

、
大だ

い

豊ほ
う

開び
ら
き

の
各
潮
受
堤
防
。
そ
の
総
延

長
は
、
約
５
・
２
㌔
に
も
及
び
ま

す
。

　
末す

え

広ひ
ろ

開び
ら
き

樋
門
は
、
六
枚
戸
（
末

広
開
東
三
枚
戸
樋
門
・
西
三
枚
戸

樋
門
）と
二
枚
戸
（
末
広
開
二
枚

戸
樋
門
）か
ら
構
成
さ
れ
、
特
に

六
枚
戸
は
こ
の
地
域
で
最
大
級
の

樋
門
で
す
。
こ
れ
ら
の
堤
防
と
樋

門
は
明
治
時
代
中
期
に
築
造
さ
れ

た
も
の
で
、
昭
和
42
年
に
国
営
干

拓
の
潮
止
め
が
行
わ
れ
る
ま
で
第

一
線
の
干
拓
堤
防
と
し
て
農
地
を

守
っ
て
き
ま
し
た
。
全
国
に
残
る

干
拓
施
設
の
中
で
も
非
常
に
保
存

状
態
が
よ
く
、
干
拓
の
歴
史
を
物

語
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
22
年
に
「
旧
玉
名

干
拓
施
設
」と
し
て
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　（
担
当
：
玉
名
市
文
化
課
）

村
ま
と
め
た
単
位
）や
村
で
盛
ん

に
干
拓
を
進
め
ま
し
た
。
明
治

時
代
に
な
る
と
、
許
可
さ
れ
れ
ば

個
人
に
よ
る
干
拓
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
明
治
20
年
代
か
ら
30
年
代

に
は
主
に
地
元
の
富
裕
層
に
よ
っ

て
、
１
０
０
町
（
約
１
０
０
㌶
）

規
模
の
干
拓
地
が
次
々
と
築
造
さ

れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
時
期

の
干
拓
の
費
用
は
、
全
て
事
業
者

負
担
で
す
。

　
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
干
拓

は
、
現
在
ま
で
に
約
３
千
㌶
に
及

ぶ
耕
作
地
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

各
時
代
を
通
じ
て
干
拓
地
で
生
産

さ
れ
る
主
な
農
産
物
は
米
で
あ

り
、
地
域
に
大
き
な
利
益
を
も
た

ら
し
た
の
で
す
。

今
も
残
る
明
治
の
堤
防

　
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
た
干
拓
の
結

果
、
玉
名
市
内
の
各
地
に
堤
防
や

樋ひ

門も
ん

（
排
水
用
の
水
門
）が
残
さ

れ
ま
し
た
。
役
目
を
終
え
た
干
拓

　
菊
池
川
河
口
付
近
で
は
、
上

流
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
が
堆

積
し
、
広
大
な
干ひ

潟が
た

が
で
き
て
い

ま
し
た
。
そ
の
部
分
を
耕
作
地
と

す
る
た
め
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和

42
年
ま
で
干
拓
が
断
続
的
に
行
わ

れ
、
多
く
の
干
拓
地
が
開
か
れ
ま

し
た
。
干
拓
の
地
割
も
ほ
ぼ
そ
の

ま
ま
で
、
堤
防
に
は
当
時
の
石
積

み
が
よ
く
残
っ
て
い
ま
す
。

清
正
公
か
ら
始
ま
っ
た
干
拓

　
加か

藤と
う

清き
よ

正ま
さ

が
肥
後
に
や
っ
て
き

て
、
玉
名
の
干
拓
が
始
ま
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
細ほ

そ

川か
わ

家
に
よ
る
海
岸
沿
い
の
小
規
模
な

開
発
が
始
ま
り
、
江
戸
時
代
後
半

に
熊
本
藩
家
老
の
有あ

り

吉よ
し

家
が
干
拓

の
権
利
を
持
つ
と
、
そ
の
規
模
は

大
き
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
有
吉

家
以
外
に
も
、
手て

永な
が

（
村
を
数
カ



広報やまが　2018.7　1415　2018.7　広報やまが

街角ぐるっとナビ 
園児も一緒に頑張りました
…危険物安全週間路上PR　　　　　　　　　６月４日

通算８連覇達成！
…第52回交通安全子供自転車山鹿地区大会　６月 16日

おいしい牛乳を飲んでください
…父の日に牛

ち

乳
ち

を送ろうキャンペーン　　�６月 14日

　山鹿植木地区危険物安全協会（今井栄
えい

治
じ

会長：加盟
87 事業所）役員、かおう保育園幼年消防クラブ、山鹿
市消防本部が協力し、ＪＡ鹿本本所駐車場で危険物安全
週間の路上ＰＲを実施しました。消防庁は毎年６月の第
２週を危険物安全週間と定め、石油類をはじめとする危
険物の安全確保に関する事業が、各地で行われています。
　この日は山鹿警察署の協力を得て、国道３号を通る車
を駐車場へ誘導し、ドライバーに園児が作った標語入り
のキーホルダーやチラシなどを配布。園児は大きな声で
「危険物の安全にご協力をお願いします」と呼び掛けを
行い、ドライバーは笑顔で応えていました。

　鹿央体育館で行われた大会に市内の３小学校が出場し
ました。学科テストと実技テストを行い、めのだけ小学
校が優勝。旧山内小学校から通算して見事８連覇を達成
しました。めのだけ小学校は７月７日㈯に合志市総合セ
ンターヴィーヴルで行われる県大会に出場します。キャプ
テンの荒川剛

ごう

毅
き

さんは「県大会では緊張しないように気
をつけて、優勝して全国大会へ行きたい」と話しました。
めのだけ小学校優勝チームメンバー
　 平川琳

り ん

さん・６年（個人１位）、井出海
か い

芯
し ん

さん・５年（個
人２位）、荒川剛毅さん・６年（個人３位）、松本天

て ん

月
が

さん・６年

「はい、どうぞ」暑い中、心を込めて手渡しました左から井出さん、松本さん、平川さん、荒川さん

市役所を訪れた酪農女性部の皆さんと中嶋市長

　父の日を前に、ＪＡ鹿本酪農女性部と鹿本酪農の女性
部６人が市役所を訪れ、中嶋憲

けん

正
せ い

市長に牛乳を贈りまし
た。これは「父と牛乳（ちち）」の語呂合わせで毎年行わ
れているキャンペーンで、市民の父親代表として中嶋市
長においしい牛乳を飲んでもらおうという取り組みです。
牛乳とクリームチーズで作られたパンナコッタも用意さ
れ、さっそく試飲・試食した中嶋市長は「うん！とても
おいしい！ごちそうさまでした」と笑顔でした。
　代表の内ケ島美

み

津
つ

代
よ

さんは「市内の酪農家も減ってき
ましたが、私たちが頑張って夢のある酪農経営をするこ
とで、若い人たちに引き継いでもらいたい」と話しました。

県大会へ向けて選抜チームを結成
…消防操法大会　夜間練習　　　　　　　　６月４日
　７月 22 日㈰の市消防操法大会に向けて、消防団が練
習を行っています。ことしは９月２日㈰に開催される県
大会が本市で行われることから、各隊の代表者による選
抜チームを結成し、ポンプ車操法の部へ出場します。チー
ムを率いる指揮者の前田貴

たか

弘
ひろ

さんは「各隊の選抜による
大会出場は初めての試みです。地元での大会なので、優
勝目指して頑張ります」と意気込みを語りました。
選 抜チーム…指揮者：前田貴弘（山鹿隊）、１番員：青

木諒
りょう

（菊鹿隊）、２番員：角田匡
きょう

佑
す け

（鹿央隊）、３番員：
中満勇

ゆ う

地
じ

（鹿北隊）、４番員：三島広
ひ ろ

人
と

（鹿本隊）、補員：
坂本勇

ゆ う

一
い ち

（山鹿隊）、古田大
だ い

地
ち

（鹿北隊）

左から２番員の角田さん、１番員の青木さん

ことしも健康で過ごせますように
…犬子ひょうたん祭り（祇園祭）　　　　　６月15日

お守りの犬子ひょうたんを選ぶ参拝者

　八坂神社（大宮神社境内）で犬子ひょうたん祭りがあり、
多くの参拝者で賑わいました。
　米粉で作った「犬子ひょうたん」は、無病息災を願う
お守りとして１年間部屋に飾る習わしがあります。参拝者
は一つ一つ色や形、表情が違う中からそれぞれお気に入
りを探して買い求めていました。また、ことしはロシアの
フィギュアスケート、アリーナ・ザギトワ選手に贈られた
秋田犬「マサル」のお守りも限定で登場して話題となっ
ていました。この日は浴衣おろしの日（初かたびら）とも
いわれ、女性や子どもなど多くの人が浴衣姿で参拝に訪
れていました。

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

吉海　渉
わたる

さん
高橋（鹿本）

　長年にわたる教職生活の中で、
常に教育に情熱を注ぎ、旧菊鹿
町立城北小学校校長として退職
後、旧鹿本町教育長として教育
行政の発展に尽力されました。

旭
日
単
光
章
（
中
小
企
業
振
興
功
労
）河内　旭

あきら

さん
福岡市（旧鹿北町出身）

　ペットボトル飲料製造機械の
製造、工場の設計などを手掛け
る三友機器株式会社（福岡市）の
代表取締役会長として、地域経
済の発展に貢献されました。

旭
日
双
光
章
（
地
方
自
治
功
労
）

故古田信
しん

助
す け

さん
椎持（鹿北）

　４期 13 年にわたり旧鹿北町議
会議員として在職後、１期４年に
わたり山鹿市議会議員として在
職。山鹿市の産業振興、教育、文
化、福祉の向上に尽力されました。

叙勲受章のご紹介

菊池川流域の日本遺産認定記念
…肥後狂句大会　　　　　　　　　　　　　５月20日
　「笠

かさ

」と呼ぶ課題に七・五を付ける熊本独自の文芸「肥
後狂句」。この大会が菊池川流域の日本遺産認定を記念し
て鹿本市民センターで開催され、県内各地から約50人が
参加しました。はじめに肥後狂句山鹿会の長瀬恭

きょう

祐
すけ

会長が
あいさつ。続いて、事前に出されていた課題をもとに、風
刺やユーモアを交えて作られた句が３人の選者から次々に
読まれると、あちらこちらで笑いが起きたり、感心して拍
手が沸き起こったりするなど、会場は終始楽しい雰囲気と
なりました。当日に出された課題にその場で句を作る「乱

らん

吟
ぎん

」も行われ、参加者は時間に追われながらいくつも句を
作っていました。※優秀作品は市民文芸のページに掲載。

作品を読み上げる長瀬会長



場広の ● みんなの広場は投稿のページです。掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、
原稿や写真を山鹿市役所情報システム広報課へ郵送または持参してください。

● 紙面の都合で掲載を調整する場合があります。み なん
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子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

山
鹿
も
て
な
し
た
い

◦
日
時
・
内
容

　
７
月
８
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時

　
子
ど
も
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

◦
場
所
　
湯
の
端
公
園

◦
日
時
・
内
容

　
７
月
22
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
11
時

　�

子
ど
も
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ

�

◦
場
所
　
八
千
代
座

◦
参
加
費
　
無
料

※
出
演
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

山
鹿
だ
い
す
き
！

「
さ
く
ら
湯
朝
市
」

山
鹿
も
て
◯
マ
ー
ケ
ッ
ト

◦�

日
時
　
７
月
８
日
㈰

　
　
　
　
午
前
８
時
〜
11
時

◦
場
所
　
湯
の
端
公
園

◦�

内
容
　
健
康
野
菜
や
手
作
り
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

　
〜
若
者
が
考
え
る
お
盆
〜

　
　
法
要
の
話

◦
日
時
　
７
月
11
日
㈬
　

　
　
　
　
午
後
７
時

◦
場
所
　
夢
想
庵

◦�

講
師
　
堀
晃こ

う

祐す
け

氏

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）２
２
１
１

ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か

コ
ス
モ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

　
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
基
礎
か
ら

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ

る
人
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
練
習
日
時
　
第
１
・
３
火
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

◦
場
所
　
岩
原
の
郷

◦
参
加
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
壇だ

ん

）

☎
０
９
０（
３
７
３
８
）７
２
７
９

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

◦�

日
時
　
７
月
28
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
半

◦
場
所
　
鹿
本
医
師
会
看
護
学
校

　
　
　
　（
山
鹿
３
３
２
番
地
１
）

◦�

内
容
　
学
校
説
明
、
卒
業
生
・
在

校
生
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
、
看
護

体
験
コ
ー
ナ
ー

◦
申
込
期
限
　
７
月
25
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
44
）６
０
９
８

山
鹿
地
区
オ
ス
ト
メ
イ
ト

交
流
会

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

　
オ
ス
ト
メ
イ
ト
「
人
工
肛
門
、
人

口
膀ぼ

う
こ
う胱

の
造
設
者
」
の
皆
さ
ん
と
そ

の
家
族
、関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

ス
ト
ー
マ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
医
療
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時
　
７
月
21
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
半

◦
場
所
　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
、
会
費
は
不
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
廣
重
）

☎
０
９
０（
８
８
３
９
）５
１
６
４

地
域
の
学
習
教
室

生
徒
募
集

熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会

　
地
域
の
学
習
教
室
で
は
、
あ
ら
ゆ

る
子
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
伸
ば
す

た
め
、
学
び
の
場
、
安
ら
ぎ
の
居
場

所
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
熊
本
県
の

学
習
支
援
事
業
で
す
。

◦��

対
象
者

・
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
・
中
学
生

・�

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
学
習
に
支
障

が
あ
る
子
ど
も

◦�

内
容
　「
楽
し
く
」「
わ
か
り
や
す

く
」「
寄
り
添
っ
て
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
基
礎
的
な
学
力
を
し
っ
か
り
身

に
付
け
ま
す
。
宿
題
や
教
科
書
中

水
泳
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
鹿
市
水
泳
協
会

初
心
者
水
泳
教
室
生
徒
募
集

　
短
期
集
中
型
の
水
泳
教
室
で
す
。

◦�

対
象
者
　
幼
児（
４
〜
６
歳
未
満
）

先
着
10
人
、
小
学
生�

先
着
40
人

◦�

期
間
　
２
コ
ー
ス

　
①
７
月
22
日
㈰
〜
26
日
㈭

　
②
８
月
５
日
㈰
〜
９
日
㈭

　
ど
ち
ら
も
午
後
６
時
〜
７
時

◦�

場
所
　
山
鹿
市
民
プ
ー
ル

◦�

指
導
者
　
山
鹿
市
水
泳
協
会
会
員

◦�

受
講
料
　
３
７
０
０
円
（
プ
ー
ル

使
用
料
・
保
険
料
込
み
）

◦�

申
込
期
限
　

　
①
７
月
19
日
㈭
ま
で

　
②
８
月
２
日
㈭
ま
で

夏休み子ども定期券
　　「キッズパス」の販売！

　九州産交バスをはじめ、県内交通事業者６社局では、夏
休み期間中に小学生以下を対象とした、便利でお得な夏休
み子ども定期券「キッズパス」を発売します。この子ども
定期券は夏休み期間中、熊本県内の全バス（一部除く）、電
鉄電車、熊本市電に乗車できます（JR 不可）。
　ぜひ、この機会にご利用ください。

産交バス（路線バス）、電鉄バス・電鉄電車全線、
熊本バス全線、熊本都市バス全線
※ご利用できない路線があります。

1,000 円（消費税込）

顔写真（縦 3.0 ×横 2.5 ｃｍ）
年齢を証明する公的証書

（本人が購入する場合は名札でも可）

山鹿バスセンター、各バス・電車営業所窓口、
交通センター窓口

小学生以下（住所は問いません）

７月 21 日㈯〜９月２日㈰

７月６日㈮

九州産交バス山鹿営業所（山鹿バスセンター）
　　　　　　　　　　　　　　　　☎（44）6111

発売開始日

発売金額

対象路線

発売場所

必要書類

利用期間

対象者

「
こ
い
の
ぼ
り
」を
寄
贈
く

だ
さ
いサ

ン
パ
レ
ス
松
坂
（
熊
入
町
）

　
数
年
前
か
ら
河
川
浄
化
の
啓
発
の

た
め
、
吉
田
川
に
「
こ
い
の
ぼ
り
」

を
泳
が
せ
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
に
不

要
に
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た

「
建
築
士
の
日
」イ
ベ
ン
ト

熊
本
県
建
築
士
会
山
鹿
支
部

◦
日
時
　
７
月
１
日
㈰
　

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦
場
所
　
さ
く
ら
湯
周
辺

◦�

内
容
　
地
震
関
係
建
築
相
談
・
山

鹿
市
耐
震
関
係
補
助
金
に
つ
い

て
・
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
つ
い

て
・
制
振
ダ
ン
パ
ー
展
示

◦
相
談
料
　
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
事
務
局
）

☎（
43
）３
３
８
４

問い合わせ

心
の
学
習
で
す
。
高
校
受
験
も
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

◦�

日
時
　
毎
週
月
・
火
曜
日
の
夕
方

に
開
催

※
日
時
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦�

場
所
　
鹿
本
キ
リ
ス
ト
教
会

　（
鹿
本
町
高
橋
２
４
９
‐
５
）

◦
参
加
費
　
無
料

◦�

指
導
員
　
原
口
泉い

ず
み（
鹿
本
キ
リ
ス

ト
教
会
牧
師
）

◦�

問
い
合
わ
せ
先
　（
原
口
）

☎（
46
）２
７
２
１

熊
本
県
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
協
議
会

☎
０
９
６（
３
３
１
）６
７
３
５

「
七
夕
マ
ル
シ
ェ
」の
開
催

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ
レ
ス

　
七
夕
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

手
作
り
の
小
物
や
雑
貨
、
お
い
し
い

パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
、
お
惣
菜
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
「
し
お
り
」
作
り
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

◦
日
時
　
７
月
７
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所
　
ひ
ま
わ
り
館
（
あ
ん
ず
の

丘
グ
リ
ー
ン
パ
ル
ス
横
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
坂
口
）

☎（
48
）２
４
３
４

夏
休
み
は
早
起
き
し
て

「
さ
く
ら
湯
」へ
行
こ
う
！

さ
く
ら
湯

　
夏
休
み
期
間
中
、
午
前
６
時
か
ら

８
時
に
受
け
付
け
し
た
子
ど
も
さ
ん

は
無
料
で
入
浴
で
き
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
「
銭
湯
で
の
マ
ナ
ー
」
を
学
ぶ

こ
と
を
目
的
の
一

つ
と
し
て
い
る
た

め
、
必
ず
保
護
者

が
一
緒
に
入
浴
し

な
が
ら
マ
ナ
ー
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶鹿北水彩クラブ作品展
　 風景、静物など水彩で描く
　会員 10 人が約 20 点を展示します。
　講師：服部秋彦さん（山鹿市）
　期間　７月２日㈪～ 14日㈯
▶心を贈る絵手紙展
　純粋な心にふれて
　会員 18 人が各１点を展示します。
　講師：奥村淑子さん（山鹿市）
　期間　７月 16日㈷～ 31 日㈫
※�日曜日定休。時間は 11：30 ～ 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

◦
日
時

　
７
月
21
日
㈯
〜
8
月
28
日
㈫

　
午
前
６
時
〜
午
前
８
時

◦�

場
所
　
さ
く
ら
湯

◦
料
金
　
小
学
生
以
下
無
料

※�

保
護
者
は
入
浴
料
３
０
０
円
が
必

要
。
子
ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
さ
く
ら
湯
）

☎（
43
）３
３
２
６

◦
申
込
先
（
平
日
の
み
）

　
司
法
書
士
松
本
剛た

か
ひ
さ久
事
務
所

☎（
43
）８
６
０
６

小
学
生
の
夏
休
み
絵
画
教
室

ガ
ッ
レ
リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ

　
夏
休
み
の
宿
題
を
仕
上
げ
よ
う
！

◦
日
時
　�

７
月
24
日
㈫
・
31
日
㈫
・

８
月
７
日
㈫

　
　
　
　
午
前
９
時
半
〜
11
時
半

◦�

場
所
　
三
玉
公
民
館

◦�

定
員
　
10
人

◦�

参
加
費
　
１
回
千
円

◦�

持
参
品
　
画
用
紙
、
絵
の
具

◦�

指
導
　
森
田
貴き

み
ひ
ろ博
（
洋
画
家
）

　
　
　
　
平
井
栄え

み美
（
版
画
家
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
平
井
）

☎
０
７
０（
５
０
８
３
）３
９
９
３

ら
、
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
ぜ
ひ

寄
贈
く
だ
さ
い
。
心
ば
か
り
の
お

礼
を
い
た
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎（
43
）３
０
８
３

※
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先
　（
山
本
）

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設展示場）
問☎ (36)3838

▶水墨画教室（鹿央）
　代表：星子悦郎さん（山鹿市）
　期間　７月１日㈰～ 15日㈰
▶おし花展
　矢野トキ子さん（南関町）
　坂本トミさん（山鹿市）
　期間　７月 16日㈷～ 31 日㈫
※時間は 10：00 ～ 17：00



新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

広報やまが　2018.7　1819　2018.7　広報やまが

遷
せん

都
と

を巡る権力争い、反対派の妨害工
作、阿倍一族の復活…。タイムリミッ
トはわずか 3 年。28 歳の青年は唐の
長安に並ぶ新都を奈良に建造できるの
か。直木賞受賞作家の新刊。

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階　視聴覚室
・夏休みの上映会
　「新・恐竜大進撃」７月28日㈯午後２時半（45分）
　「ざわざわ森のがんこちゃん」８月 11日㈷午後２時半（50分）
山鹿市民交流センター１階　中会議室１
・夏の図書館 de シネマ
　「綾小路きみまろ爆笑！最新ライブベストセレクション①」
　７月 22 日㈰午後２時（90分）
　「げんきげんきノンタン　がんばるもん」
　８月 26 日㈰午後２時（60分）
ひだまり図書館
・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷７月７日㈯・14日㈯・21日㈯・28日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷７月３日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫・31日㈫
＊ひだまりザウルス誕生!!楽しいイベント準備中!!
こもれび図書館　
・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷７月７日㈯・14日㈯・21日㈯・28日㈯
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
　▷７月５日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭
＊こども１日司書体験など、楽しいイベントを実施！

●夏休みのイベントは、10 ページをご覧ください。

休
館
日

ひだまり図書館
７月２日㈪・９日㈪・16日㈷・23日㈪・30日㈪
こもれび図書館
７月４日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

高野一枝が愉快な仲間と織りなす図書
館見学の旅「しゃっぴいツアー」の壮
大な世界観を、余すところなく伝える
書。図書館を気軽に楽しみながら、地
域に根差した図書館の本質に迫ります。
市図書館にもぜひご来館ください。

『すてきな司書の図書館めぐり
～しゃっぴいツアーのたまてばこ～』
高野一枝 /著　株式会社郵研社 /出版

『平城京』
安部龍太郎 /著　株式会社 KADOKAWA/ 出版

市　民　文　芸

【ひだまり】
【こもれび】

色が変わるハーブティー、干し野菜&
フルーツ、キラキラ宝石箱…。かわいく
て楽しい自由研究を多数紹介。実験、観
察、工作、調査のテーマごとに、研究の
やり方や注意事項、レポートの書き方な
どを教えます。市図書館の「夏休みおた
すけコーナー」もご利用ください。

『身近なものでできる自由研究かんたんじてん』
成美堂出版編集部編　成美堂/出版

空
き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

〜 

空
き
家
バ
ン
ク
制
度 

〜　
問
地
域
生
活
課　
☎（
43
）１
１
１
４

　
私
は
23
年
間
、
生
ま
れ
育
っ
た
鹿
北
町
に
あ

る
空
き
家
に
な
っ
た
実
家
を
維
持
す
る
た
め
に
、

北
九
州
市
よ
り
通
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

私
も
兄
妹
も
若
い
こ
ろ
の
よ
う
に
は
管
理
が
難

し
く
な
り
、
思
い
悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

と
き
、
山
鹿
市
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
」
を
知
り
、
登
録
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
購
入
希
望
者
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
そ
の
人
に
実
家

へ
の
思
い
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
真し

ん

摯し

に
私
の
思
い
を
受
け
止
め
て

も
ら
い
、
安
心
し
ま
し
た
。
23
年
の
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
を
経
て
、

実
家
は
新
た
な
住
人
を
迎
え
入
れ
、
今
後
も
脈
々
と
時
を
刻
ん
で

い
く
こ
と
に
、
何
よ
り
も
安あ

ん

堵ど

感
と
う
れ
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

新
た
な
住
人
さ
ん
か
ら
は
「
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
大
切
な
実
家
を

譲
り
受
け
て
感
無
量
で
す
。
中
村
さ
ん
の
思
い
を
受
け
、
こ
れ
か

ら
ご
親
族
の
皆
さ
ん
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き

ま
す
。
い
つ
で
も
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

と
、
す
て
き
な
言
葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
た
ち
兄
妹
は
遠
路
か
ら
で
は
あ
り
ま
す

が
、
受
け
継
い
で
く
れ
た
新
た
な
住
人
さ
ん
を

応
援
し
よ
う
と
話
し
て
い
ま
す
。

北
九
州
市
　
中
村
孝
久

　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
利
用
し
て
実
家
を
売
却
し
た
、
北
九
州
市
の

中
村
さ
ん
か
ら
お
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
空
き
家
を
売
り
た
い
人
・
貸
し
た
い
人
や
、
買
い
た
い
人
・

借
り
た
い
人
は
、
ぜ
ひ
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

万
緑
の
山
頂
光
る
握
り
飯
　
　
　
　
　
　
　
飯
川
　
貞
子

毎
朝
よ
百
合
の
蕾
を
な
が
め
け
り
　
　
　
　
岩
下
ソ
ヨ
子

雑
草
地
ク
ロ
ー
バ
の
花
繁
茂
中
　
　
　
　
　
岡
崎
小
貴
子

タ
ッ
プ
俳
句
会　

山
口
信
博
選

白
無
垢
の
娘
に
陽
の
さ
し
風
薫
る
　
　
　
　
栄
　
ひ
ろ
み

山
々
の
青
葉
ま
ぶ
し
き
阿
蘇
の
山
　
　
　
　
村
上
　
和
代

子
供
ら
の
応
援
届
け
初
夏
か
け
る
　
　
　
　
村
上
　
真
一

山
鹿
俳
句
会
　
五
月
例
会

利
光
釈
郎
選

坪
庭
も
暫し

ば

し
の
奢お

ご

り
大
牡
丹
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
律
子

葉
桜
と
な
り
て
目
立
た
ぬ
野
の
一
樹
　
　
　
園
田
　
紀
子

薫く
ん

風ぷ
う

に
身
を
置
く
幸
や
ペ
ン
、
ノ
ー
ト
　
　
本
田
　
孝
子

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

四
月
例
会

互
選
句

何
か
あ
る
　
目
配
せ
さ
し
た
あ
ん
び
ゃ
あ
が

古
川
ひ
ろ
み

何
か
あ
る
　
同
じ
車
の
又
来
と
る中

島
　
絢
子

何
か
あ
る
　
こ
の
頃
文
句
言
わ
っ
さ
ん

伊
藤
　
　
元

菊
池
川
流
域
日
本
遺
産
認
定
記
念

肥
後
狂
句
大
会

【
課
題
吟
】

野
方
鈍
牛
氏
選

　 

平
々
凡
々
　
僕
の
人
生
オ
ー
ル
３

鳴
神
　
景
勝

　�

協
力
し
て
　
妻
の
歩
幅
に
つ
い
て
行
く

徳
尾
　
芳
道

　�

品
の
良
さ
　
美
女
千
人
が
舞
う
ヨ
ヘ
ホ

長
瀬
　
狂
介

太
田
玉
流
川
氏
選

　 

協
力
し
て
　
総
理
の
関
与
否
定
す
る

越
智
　
寛
哲

　�

平
々
凡
々
　
父
の
哲
学
か
も
し
れ
ん

辻
　
　
弘
喜

　�

母
な
る
川
　
時
に
厳
し
い
人
柱髙

木
　
房
恵

長
瀬
狂
介
氏
選

　 

母
な
る
川
　
食
と
文
化
の
生
み
の
親

野
方
　
鈍
牛

　�

協
力
し
て
　
避
難
所
じ
ゃ
モ
ッ
コ
ス
で
無
ァ

太
田
玉
流
川

　�

米
ど
こ
ろ
　
ス
ズ
メ
ま
で
も
が
肥
満
体

進
　
　
梅
陽

鹿
本
短
歌
会　

五
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

病
床
ゆ
母
校
の
大
樹
天
つ
く
が
見
え
て
八
十
路
の
思
い
で
の
楠
木
　
　
　
水
町
千
鶴
子

ふ
り
か
え
り
微
笑
み
か
け
て
手オ

ペ術
室
へ
あ
の
日
の
あ
の
子
ふ
と
蘇
る
　
　
江
良
美
佐
子

濃
く
な
り
し
大
木
の
緑
手
を
拡
げ
わ
が
丘
の
上
の
ほ
ど
よ
き
日
傘
　
　
　
森
山
す
み
子

石
人
短
歌
会　

五
月
例
会

富
田
豊
子
選

連
休
は
外
騒
が
し
く
風
入
り
し
我
が
家
は
静
か
独
り
「
ヨ
ガ
」
す
る
　
　
田
代
　
春
美

野
も
山
も
若
葉
吹
く
頃
　
五
月
野
に
朝
日
輝
き
元
気
を
も
ら
ふ
　
　
　
　
松
岡
み
ち
え

夏
来
る
日
差
し
に
飛
ぶ
は
蝶
二
頭
ば
ら
咲
く
庭
に
蜜
を
求
め
て
　
　
　
　
上
妻
千
佐
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

六
月
例
会

神
々
へ
捧
ぐ
る
清
き
榊
に
も
白
き
花
咲
く
春
は
有
り
け
り
　
　
　
　
　
　
鹿
子
木
泰
子

急
げ
ど
も
思
ふ
に
ま
か
せ
ぬ
足
運
び
な
だ
ら
坂
で
も
我
に
は
難
儀
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

落
ち
梅
の
こ
ろ
こ
ろ
転
ぶ
明
け
の
道
青
き
粒
実
と
跳
ね
つ
つ
急
ぐ
　
　
　
山
口
　
信
博

鹿
北
短
歌
会

渕
上
修
次
選

石し
ゃ
く
な
げ

楠
花
の
咲
き
み
つ
庭
の
し
づ
け
さ
を
み
だ
さ
ぬ
ほ
ど
の
風
が
さ
や
げ
る
　
弓
掛
む
つ
子

散
り
し
き
る
桜
の
花
び
ら
背
に
受
け
て
猛
き
黒
犬
足
ど
り
軽
し
　
　
　
　
貞
熊
喜
美
子

真
青
な
る
彌
生
の
空
を
白
く
染
め
花
房
揺
れ
て
白
蓮
の
咲
く
　
　
　
　
　
西
牟
田
節
代

菊
鹿
短
歌
会　

五
月
詠
草

渕
上
修
次
選

ゆ
く
春
の
ひ
と
日
に
強
き
風
の
吹
き
竹
林
れ
ん
げ
波
打
ち
て
を
り
　
　
　
小
林
千
代
子

こ
ん
こ
ん
と
空
気
ふ
る
わ
す
春は

る

駒こ
ま

の
山
の
し
じ
ま
を
や
ぶ
り
て
消
え
る
　
富
田
　
龍
子

竹
林
の
笹
の
落
葉
に
ま
ぎ
れ
を
り
筍

た
け
の
こさ
が
し
て
歩
む
地
下
足
袋
　
　
　
　
片
山
　
陽
子

鹿
央
短
歌
会　

五
月
作
品

古
文
書
で
知
り
て
身
近
き
御
先
祖
の
墓
前
に
庭
の
花
々
満
た
す
　
　
　
　
東
　
よ
り
子

阿
寒
湖
の
水
面
冷
た
く
凍
れ
れ
ど
春
の
日
差
し
に
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
ぬ
　
　
江
藤
美
知
子

一
日
に
三
度
掃
い
て
も
落
ち
て
く
る
海と

桐べ

花ら

の
枯
葉
花
咲
か
す
た
め
　
　
立
山
　
〆
子

三
岳
短
歌
会　

五
月
例
会

川
底
の
砂
泥
ま
き
あ
げ
岩
野
川
春
の
浅
瀬
に
二
尾
の
稚
鯉
が
　
　
　
　
　
牧
山
シ
マ
子

玉
砂
利
の
足
音
さ
く
さ
く
伊
勢
詣
り
落
花
の
椿
色
あ
ざ
ら
け
し
　
　
　
　
迎
田
　
栄
子

満
開
の
桜
の
下
に
蕨

わ
ら
び

摘
む
黄
蝶
ひ
ら
ひ
ら
手
元
に
寄
り
来
　
　
　
　
　
　
森
　
ト
ミ
子

天天天 地地地 人人

【
乱
吟
】

橋
本
芳
孫
氏
選

　 

温
泉
好
き
　
と
う
と
自
分
で
掘
り
当
つ
る

辻
　
　
弘
喜

　�

左
団
扇
　
あ
ん
時
売
っ
て
買
う
た
け
ん

鳴
神
　
景
勝

　�

久
し
ぶ
り
　
過
疎
地
に
建
っ
た
鯉
の
ぼ
り

井
上
エ
ミ
子

小
水
流
繁
富
氏
選

　 

峠
み
ち
　
歴
史
見
て
来
た
道
祖
神

鳴
神
　
景
勝

　�

集
ま
っ
て
　
輸
血
し
が
い
の
有
っ
て
来
れ

藤
本
　
白
扇

　�
う
す
笑
い
　
大
風
呂
敷
あ
見
抜
い
と
る

北
川
　
直
美

人

天天 地地 人人

開
催
日�

５
月
20
日

場
所�　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー



問環境課  ☎(43)7211

環境だより環境だより

　
　
バ
ン
ビ
通
信
　

問
消
防
本
部
予
防
課　
☎（
43
）１
１
９
４

広報やまが　2018.7　2021　2018.7　広報やまが

安
売
り
に
つ
ら
れ
て
通
っ
た
ら
…

高
額
な
健
康
食
品
を
売
り
つ
け
ら
れ
た
！

【
事
例
】

●　

 

近
所
の
空
き
店
舗
に
新
し
く
入
っ
た
店
で
は
、
食

品
な
ど
が
安
く
売
ら
れ
て
い
る
。
健
康
の
こ
と
も

説
明
し
て
く
れ
る
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に
通
っ
て

い
た
。
数
日
前
、
血
管
の
話
を
聞
い
た
後
、
薬
を

飲
む
よ
り
も
血
管
が
き
れ
い
に
な
る
と
い
う
健
康

食
品
を「
今
日
が
締
め
切
り
」な
ど
と
勧
め
ら
れ
、

断
り
き
れ
ず
に
購
入
し
た
。
代
金
約
13
万
円
は
高

す
ぎ
る
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●
　 

本
来
の
目
的
を
告
げ
ず
に
、
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で

不
意
打
ち
性
の
高
い
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
、
ア
ポ

イ
ン
ト
メ
ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
催
眠
商
法
で
購
入
し

た
場
合
、
訪
問
販
売
と
し
て
特
定
商
取
引
法
の
適

用
を
受
け
、
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
で
き
ま
す
。

●
　 

通
い
続
け
て
顔
見
知
り
に
な
り
、
言
葉
巧
み
に
勧

誘
を
受
け
る
と
、
断
り
き
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
安
易
に
そ
の
よ
う
な
場
に
行
か
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
勧
誘
さ
れ
た
場
合
は
、
必
要
が
な

け
れ
ば
そ
の
場
で
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

不
安
を
感
じ
た
と
き
や
困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）０
１
８
８

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

　
夏
は
海
や
川
な
ど
で
の
レ

ジ
ャ
ー
が
楽
し
い
季
節
で
す
が
、

他
の
時
季
と
比
べ
て
水
の
事
故
が

発
生
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。
全
国
で
は
、
毎
年
約
８
０
０

人
が
水
の
事
故
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。
危
険
を
認
識
し
て
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

身
を
守
る
た
め
注
意
す
る
こ
と
！

　

●
　�

海
や
川
な
ど
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽

し
む
と
き
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
　 

体
調
が
悪
い
と
き
や
、
飲
酒
し

て
い
る
と
き
の
遊
泳
は
避
け
ま

し
ょ
う
。

　

●
　 

天
気
の
情
報
に
注
意
し
、
天
気

が
急
変
し
た
と
き
は
早
め
に
避

け
る
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

●
　 

危
険
を
示
す
掲
示
板
が
あ
っ
た

り
、
水
流
が
速
い
・
深
み
が

あ
っ
た
り
す
る
と
こ
ろ
は
避
け

ま
し
ょ
う
。

　

●
　 

子
ど
も
が
水
遊
び
を
す
る
と
き

は
、
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
、

目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

溺
れ
て
い
る
人
を
見
つ
け
た
ら
…

　

●
　 

一
人
で
助
け
よ
う
と
せ
ず
、
大

声
で
協
力
者
を
呼
び
ま
し
ょ

う
。

　

●
　 

１
１
９
番
通
報
（
海
の
場
合
は

１
１
８
番
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
　 

水
に
入
ら
な
い
で
助
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
一
番
で

す
。
溺
れ
て
い
る
人
に
、
つ
か

む
こ
と
の
で
き
る
物（
長
い
棒
、

ロ
ー
プ
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）

を
渡
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
　 

水
中
か
ら
助
け
る
こ
と
が
で
き

た
ら
、
ま
ず
呼
吸
が
あ
る
か
を

確
か
め
、
な
け
れ
ば
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

身
を
守
ろ
う
　
水
の
事
故

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
お
願
い

助
け
て
！

地域おこし協力隊通信 問地域生活課 ☎（43）1114地域おこし協力隊通信

　物
事
が
0
（
ゼ
ロ
）
か
ら
１
（
イ
チ
）

に
な
る
瞬
間
は
う
れ
し
い
で
す
ね
。
４
月

29
日
に
鹿
央
町
山
内
校
区
で
開
催
さ
れ
た

「
第
１
回 

れ
ん
げ
ウ
ォ
ー
ク
」。
私
は
事

務
局
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
参
加
し
、
企

画
・
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。

当
日
は
、懸
念
さ
れ
た
天
候
も
バ
ッ
チ
リ
。

薫
風
わ
た
る
青
空
の
下
、
一
面
の
「
れ
ん

げ
畑
」
も
満
開
で
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　山
内
小
跡
〜
長
福
寺
跡
〜
大
日
堂
〜

康
平
寺
（
こ
と
し
で
創
建
９
６
０
年
！
）

を
折
り
返
す
、と
い
う
約
８
㌔
の
コ
ー
ス
。

途
中
に
は
、
花
々
が
咲
き
誇
る
庭
園
や
立

派
な
石
垣
の
邸
宅
も
多
く
、
美
し
い
町
並

み
と
歴
史
溢
れ
る
情
緒
に
、
参
加
者
か
ら

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
お
昼
ご
ろ
に

ゴ
ー
ル
し
た
後
は
、
鹿
央
物
産
館
レ
ス
ト

ラ
ン
「
や
す
ら
ぎ
館
」
の
地
元
産
食
材
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
特
製
弁
当
に
舌
鼓
。
主

催
者
の
山
内
校
区
振
興
会
ス
タ
ッ
フ
と
参

加
者
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
も
満
開
。
ま
た
来

年
、
お
会
い
で
き
ま
す
よ
う
に
！ （
河
野
）

山
鹿
発 

食
卓
行
き

熟
れ
し
〜
話

食と
農

　先
日
、
菊
鹿
町
相
良
に
て
、
自
身
２

回
目
と
な
る
地
区
の
草
刈
り
に
参
加
。

皆
さ
ん
経
験
豊
富
で
、
中
に
は
肩
掛
け

式
以
外
に
、
高
所
や
傾
斜
に
も
対
応
す

る
背
負
い
式
の
刈
払
機
を
使
う
人
も
。

刈
る
方
向
、
お
互
い
の
距
離
感
を
把
握

し
な
が
ら
の
ス
ム
ー
ズ
な
作
業
は
、
長

年
の
経
験
や
良
好
な
関
係
性
の
た
ま
も

の
で
し
ょ
う
。
初
心
者
の
私
は
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
参
加
す
る
た
び

に
経
験
値
を
高
め
つ
つ
、
早
く
皆
さ
ん

か
ら
一
人
前
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
、

時
々
わ
が
家
の
敷
地
の
草
刈
り
で
練
習

中
で
す
。

　私
は
熊
本
地
震
の
被
災
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
際
、
協
力
体
制
が
確
立

し
て
い
る
地
域
は
、
問
題
へ
の
対
処
や

復
興
が
早
い
こ
と
を
目
に
し
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
最
重
要
と
実
感
。
移
住
希

望
者
に
は
地
域
の
区
長
さ
ん
を
紹
介
し

て
、
地
域
活
動
な
ど
の
説
明
を
し
て
も

ら
い
、
気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配

慮
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　（田
河
）

や
ま
が
び
と

移住
定住

　５
月
19
日
と
20
日
、岳
間
地
区
で
は「
新

茶
ま
つ
り
・
と
れ
た
て
マ
ル
シ
ェ
」
と
「
岳

間
の
森
D
E
マ
マ
マ
ル
シ
ェ
」
の
二
つ
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
。
岳
間
製
茶
で
行
わ
れ

た
新
茶
ま
つ
り
で
は
、
毎
年
恒
例
の
「
新

茶
の
詰
め
放
題
」に
大
行
列
が
で
き
ま
す
。

こ
の
日
を
待
っ
て
い
た
と
ば
か
り
に
県
内

外
か
ら
多
く
の
人
が
来
場
。
野
菜
の
直
売

も
好
評
で
、
お
客
さ
ん
は
買
い
物
袋
を
片

手
に
笑
顔
で
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　ほ
っ
と
岳
間
（
旧
岳
間
小
）
の
マ
マ
マ

ル
シ
ェ
で
は
、
き
な
こ
揚
げ
パ
ン
や
ラ
イ

ス
カ
レ
ー
な
ど
、
昔
の
給
食
を
思
い
出
す

懐
か
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。
学
校
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

ま
た
、
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
。
雑
貨
の
販

売
や
体
験
も
人
気
。
私
は
紫
外
線
に
当
た

る
と
色
が
変
わ
る
と
い
う
、
不
思
議
な
Ｕ

Ｖ 

ビ
ー
ズ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
子
ど
も
た
ち

と
作
り
ま
し
た
。
か
わ
い
く
て
お
気
に
入

り
で
す
。二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
の
お
か
げ
で
、

に
ぎ
や
か
で
と
て
も
楽
し
い
二
日
間
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
戸
村
）

う
く
ん

ち
ょ
う

こ
う
へ
い
じ

ふ
く
じ

だ
い
に
ち
ど
う

ぷ
う

地域活動へ積極的に参
加して、地域の皆さん
と協働しましょう！

暮ら
し

イベ
ント ゆ

ら
り
鹿
北
町

●
犬
は
登
録
し
て
か
ら
飼
い
ま
し
ょ
う

　
犬
の
飼
い
主
は
、
犬
の
生
涯
に
１
度
、
所
在
す
る

市
町
村
に
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
犬
の
登
録
の
申
請
場
所
】

　

●　
環
境
課

　

●　
各
市
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

　

●　

 

山
鹿
市
内
の
動
物
病
院
（
市
外
の
動
物
病
院
で
は

登
録
で
き
ま
せ
ん
）

【
犬
の
新
規
登
録
料
】

　
１
頭
に
つ
き
、
３
千
円

●
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
狂
犬
病
は
、
い
っ
た
ん
発
症
す
る
と
、
人
も
犬
も

ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
年

に
１
回
、
必
ず
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
注
射
の
接
種
場
所
】

　

●　
山
鹿
市
内
の
動
物
病
院

　
市
内
の
動
物
病
院
で
接
種
す
る
場
合
は
、
そ
の
場

で
注
射
済
票
を
発
行
し
ま
す
。

　

●　
山
鹿
市
外
の
動
物
病
院

　
市
外
の
動
物
病
院
で
も
、
市
内
の
動
物
病
院
と
同

様
に
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
注
射
済
票
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
動
物

病
院
が
発
行
す
る
証
明
書
を
持
っ
て
、
環
境
課
か
各

市
民
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
注
射
済
票
の
発
行
を
受
け

て
く
だ
さ
い
（
発
行
手
数
料
が
５
０
０
円
必
要
で

す
）。

※�

注
射
料
金
は
動
物
病
院
で
異
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
各
動
物
病
院
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

こ
の
他
、
毎
年
4
月
に
市
内
各
所

で
集
合
注
射
を
行
い
ま
す
（
今
年

度
は
終
了
し
ま
し
た
）。

●
鑑
札
と
注
射
済
票
を
犬
に
着
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

　
鑑
札
と
注
射
済
票
に
は
、
番
号
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
こ
の
番
号
で
飼
い
主
が
分
か
り
ま
す
の
で
、
犬

が
迷
子
に
な
っ
て
も
飼
い
主
へ
連
絡
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
飼
い
主
が
分
か
ら
ず
殺
処
分
さ
れ
る
犬
を

減
ら
す
た
め
、
鑑
札
と
注
射
済
票
は
必
ず
首
輪
な
ど

に
着
け
ま
し
ょ
う
。

　
日
ご
ろ
か
ら
愛
犬
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
て
、
首

輪
や
リ
ー
ド
の
点
検
も
し
っ
か
り
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
愛
犬
を
迷
子
に
し
な
い
よ
う
に
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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広報やまが　2018.7　2223　2018.7　広報やまが

志を立て、心豊かに、賢く、
　　　　　　たくましく生き抜く生徒の育成米野岳中学校

　本校は「我　当に我が為すべきことを行う　我　総
てに克つ」の校訓のもと「志を立て、心豊かに、賢く、
たくましく生き抜く生徒の育成」を学校教育目標に掲
げ、日々の教育活動を行っています。
　本市教育委員会から、平成 27年 12月１日付けで「学
校運営協議会」の設置を指定いただき、コミュニティ・
スクールの推進、充実を目指しています。本年度も研
究主題を「地域とともにある学校づくりを目指して」
とし、活動の充実を図っ
ています。
　５月 20日には雲一つ
ない晴天の下、中嶋憲

けん

正
せい

市長をはじめ、多数の来
賓に参観いただき、第 71
回体育大会を開催しまし
た。「飛躍～翔ける想い
　なかまと共に～」のスローガンのもと、157 人の生
徒一人一人が「米野岳魂」を胸に、懸命に走り、踊り、
感動を共有することができました。

　５月５日に県立装飾古
墳館で行われた「めの
ちゅーとさるく」のイベ
ントでは、来館者に米野
岳中学校の生徒が説明す
るボランティアを行いま
した。地域行事に積極的
に参加することで、地域
に関心を持ち、地域との連携を図ることができています。
　今後は、７月７日㈯にコミュニティ・スクールフォー
ラムを開催する予定です。ここでは地域人材をゲスト・
ティーチャーとしてお招きし、学習内容と日常生活を関
連付けた授業を行うことで、生徒の学習に対する意欲
や有用感を高め、学習への主体的な参加を促すことを
目指します。
　このように米野岳中学校では、子どもたちの学びを
支えるコミュニティ・スクールの推進により、地域とと
もにある学校を目指しています。

◦米野岳中学校データ◦　林田浩昭校長　生徒数 157人

地域の人の飛び入り参加ありの玉入れ

「めのちゅーとさるく」で説明

おさかの森のおさんぽ会
〜自然いっぱいの小坂で遊びませんか〜

日時：７月 28 日㈯　午前 10 時
場所：つどいの広場「おさか童夢」
　　　（山鹿市小坂 2238）
※ 問い合わせ・申し込み
　つどいの広場「おさか童夢」　
　☎ (43)1155
　詳しくは、各支援センター通信をご覧ください。

・ カニの赤ちゃんがいたことや、カニを上手につかめ
たことがうれしかったようです。

・ 魚やカニをつかまえることに盛り上がったり、他の
生き物はいないかと楽しそうに見たりしていました。

・ 「ゴンズイ」のような魚を発見しました。田舎育ちで
川遊びなどもしてきたので、子どもにも経験させた
い。笹の葉を見つけたので久しぶりに笹舟を作り、
流して楽しみました。

など、親子で楽しんだ時間の感想をいただきました。

おさんぽ会に参加して…

　　　　 だきしめて
　　　　 　笑顔で目を見て
　　　　 　　　　よみきかせ

　子どもにとって、心地よい言葉掛けや、美しいものを見るこ
とは、楽しいことに違いありません。絵本の読み聞かせは親子
が同じものに向き合い、読んでいる大人も心地よいリズムや、
イラストを楽しめる豊かな関わりで、親子が共に育つ大切な時
間となります。ゆったりできる寝る前に、読み聞かせの時間を
楽しみましょう。

赤ちゃん絵本の紹介
　・ころころころ　・もこもこもこ
　・がたんごとんがたんごとん
　・じゃあじゃあびりびり
　・どうぶつのおやこ
　・おつきさまこんばんは　など

豊かな時間を過ごしましょう！
〜読み聞かせの時間〜　

　杉の子保育園の給食は、毎日給食の先生がベジブロ
ススープ（野菜の皮、芯などから作った栄養満点のスー
プ）から全て手作りしています。子どもに合わせた味、
形、栄養などを考えていて、残すことなくみんな完食
です。その日のメニュー、そしてどんな食材が使われ
ているか、卒園生が作ってくれたメニューボードに記
入して、いただく前にみんなで確認しています。今回は、
子どもたちに人気だった「サトイモドー
ナツ」を紹介します。栄養価が高く、もちっ
とおいしいおやつです。ぜひ作ってお子
さんとおやつタイムを楽しんでください。

「おいしい給食・おやつ」いただきます
杉の子保育園☎ (43)7571

毎年楽しみな子どもの誕生日月
かもと乳児保育園☎ (46)3439

（材料）　10 人分
・ サトイモ　500ｇ　
・ミックス粉　300ｇ
・小麦粉　100ｇ　
・砂糖　25ｇ
・ちりめんじゃこ　40ｇ
・ゴマ　80g　
（作り方）
①サトイモを蒸し、フードプロセッサーにかける。
② ミックス粉、小麦粉を振るって①に混ぜる。
③ ②に砂糖、ちりめんじゃこ、ゴマを混ぜて、160℃の油でサクッ

と揚げる。

サトイモドーナツ　レシピ

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　 つどいの広場 ( おさか童夢 )　☎(43)1155　 病後児保育室　☎ (43)1281
鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194　 第一児童館　　　　　　　 ☎(43)1128　 ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　 中央児童センター　　　　 ☎(44)0057　 　　　　　　 ☎ (44)8800
鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029　 児童センター　　　　　　 ☎(46)4441
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　 鹿本児童館　　　　　　　 ☎(46)4455

中富小学校の伝統（宝）中富小学校

　「おはようございます！」…「おはようございます！」
学校へやって来る登校班の列から、気持ちのよい朝
のあいさつの声が校門から聞こえてきます。朝８時
前、体育服に着替えた子どもたちが校庭に集まってき
ます。ボランティア活動の開始です。花いっぱいの校
庭の中で、花の水掛けや、草取り作業を頑張っていま
す。そして、校歌斉唱。
子どもたちの元気な歌
声が校舎にこだましま
す。体操を済ませたら
３分間走、みんなそれ
ぞれに目標をもって運
動場を走ります。
　これが中富小の朝の様子です。そしてこれが中富小
の伝統（宝）になっています。
　ことしで 25 回目を迎えた自主研究発表会も中富小
の伝統（宝）です。四半世紀も続いています。ことし
は６月 22 日に開催しました。今回も山鹿市内はもと
より県内各地からたくさんの人に参観していただきま

した。「深い学びの実現に向けた算数科指導の在り方」
というテーマのもと、全学級が授業を公開しました。
「わかった」「こうすればできそう」と笑顔を見せる子
どもの姿、生き生きと間違いを恐れず発表する子ども
の姿、友達の考えから
学ぼうとする子どもた
ちの姿、そんな姿が見
える授業づくりを全職
員で取り組んできまし
た。研究会では参加者
の皆さんからさまざま
なご意見をいただきました。
　いよいよ来年度を最後に閉校を迎えますが、今後も
実践を積み重ね「授業で人を育てる」教育を深めてい
きたいと考えています。

◦中富小学校データ◦　霍口信二校長　児童数 61人

目標に向かって３分間走

「わかった」につながる学び合い

　私には子どもが３人いますが、下の子２人がかもと乳
児保育園にお世話になっています。
　毎年いろいろな行事があり、どれも子どもの成長が見
れてとても楽しみにしているのですが、私がその中で楽
しみにしているものが、子どもの誕生日月に招待される

お誕生日会です。誕生
日って誰でもそうだと
思いますが、本当に特
別な日だと思うのです。
そんな誕生日を園のみ
んなでお祝いしてくれ
て、みんなの前で歌を
歌ってもらったり、先生

からのお手製のプレゼントをもらえたり、子どものキラキ
ラした顔が見れて、親としてもその会はとても感慨深くな
ります。みんなでその月の子たちをお祝いした後は、そ
れぞれのクラスで歌やダンスを披露してくれ、園児みん
なの生き生きした姿も見れて、本当にパワーをもらえます。
　この夏４人目の出産もあり、これから
まだまだかもと乳児保育園にはお世話
になりますので、毎年楽しみにしたいと
思います。
かもと乳児保育園　保護者　市原智美

誕生日会の様子
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◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１歳６カ月児健診
28 年 11 月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

８ ９ 10 11 12 13 14
３〜４カ月児健診
30 年３月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 ～ 13:45 受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
29 年 11 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

15 16 17 18 19 20 21
海の日 ３〜４カ月児健診

30 年３月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
29 年８月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 ～ 10:15 受付

【ひだまり】

すくすく学級
29 年８月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 ～ 10:15 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
27 年３月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】
22 23 24 25 26 27 28

７〜８カ月児健診
29 年 11 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 ～ 13:45 受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
28 年 11 月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
27 年３月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 ～ 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 ～ 11:00 受付

【山健福】

29 30 31

●
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　母子保健推進員とは、安心して妊娠・出産・育児ができるよう、市が行う
各種サービスを妊婦や赤ちゃんをもつお母さんに紹介するなど、行政とのパ
イプ役として、また身近な相談者としての役割を担うボランティアの人たち
です。山鹿市では、現在 19 人の母子保健推進員が乳幼児健診でのお母さん
たちのお手伝いや、
赤ちゃんの家庭訪
問など、母子保健に
関わるさまざまな
場面で活躍してい
ます。母子健康手帳
交付時に、母子保健
推進員を紹介して
います。

７月は「愛の血液助け合い運動」
の期間です！

　県では７月を「愛の血液助け合い運動」
期間として、広く県民の皆さんに献血の呼
び掛けを行っています。
　夏場は長期の休みや暑さにより、献血者
が減少することが心配されています。特に
若い人で、献血をしたことがない人は、ぜ
ひこの機会にご協力をお願いします。

・400ml 献血、成分献血にご協力ください。
・みんなで、献血の輪を広げましょう！

山鹿市の母子保健推進員です！

歯周疾患検診
　10 月 31 日㈬まで、歯周疾患検診を市内の医療機関で個
別に実施します。２月の各種健診希望調査で申し込みをし
た人へ事前に問診票を郵送します。申し込みをしていない
人で検診を希望する人は、健康増進課へご連絡ください。
◦ 対象者　40・45・50・55・60・65・70 歳の人
　（平成 31 年３月 31 日㈰現在）
◦ 検診料金　1,300 円
　※次の①②に当てはまる人は、検診料金が無料です。
　① 市民税非課税世帯：市民課または各市民センターで「平

成 30 年度市県民税課税台帳記載事項証明書」（有料）
を取り、検診当日医療機関へ提示してください。

　② 生活保護世帯：福祉課で証明を取り、検診当日医療機
関へ提出してください。

◦ 検診内容　歯と歯周組織（歯を支える周囲組織、歯肉など）
の口

こ う く う

腔内の検査

　非課税世帯の人が定期予防接種（高齢者用肺炎球菌・高
齢者のインフルエンザ）、各種検診を受ける場合、非課税世
帯証明書の原本を提示すると自己負担が免除になります。
　市民課または各市民センターで「平成 30 年度市県民税課
税台帳記載事項証明書」（有料）を取り、医療機関・集団検
診会場の受け付けで提示してください。確認を受けた後は、
次回検診や定期予防接種で活用できますので、大切に保管
しておいてください。
※ ６月以降に交付を受けた証明書は、平成 31 年５月 31 日

㈮まで使用できます。

定期予防接種、各種検診の市県民税非課税世帯
証明書について（自己負担免除）

一人で悩まないで、
　　　　遠慮なく相談してくださいね！

開催日 受　付 開始時間 場　所

７月５日㈭
午前９時 45 分 午前 10 時

鹿央市民センター
午後１時 15 分 午後１時半

７月 17 日㈫ 午前９時 45 分 午前 10 時

鹿北市民センター
７月 18 日㈬

午前９時 45 分 午前 10 時

午後１時 15 分 午後１時半

７月 19 日㈭
午前９時 45 分 午前 10 時

菊鹿健康福祉センター
ひまわり館

午後１時 15 分 午後１時半

７月 20 日㈮ 午前９時 45 分 午前 10 時

７月 23 日㈪
午前９時 45 分 午前 10 時

鹿本市民センター
ひだまり

午後１時 15 分 午後１時半

７月 30 日㈪
午前９時 45 分 午前 10 時

午後１時 15 分 午後１時半

７月 31 日㈫ 午前９時 45 分 午前 10 時

　７月から９月にかけて、国保特定健診・後期高齢者健診
の結果説明会を行います。健診結果から自分の体の状態を
知る大事な機会です。
　国保特定健診の結果表は、集団健診を受診する人には説
明会時に配布します。個別医療機関で受診した人は、医療
機関で受け取った結果表をお持ちください。
※ 後期高齢者健診・各種がん検診の結果表は、直接自宅へ

郵送されます。後期高齢者健診を集団で受けた人は、自
宅に届いた結果表をご持参のうえ、参加してください。

国保特定健診・後期高齢者健診の結果説明会

７月の結果説明会日程表
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５ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※５月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　大倉　　歩さん♥有働　佳世さん
　　　　　平井　英智さん♥赤星　幸恵さん
　　　　　堤　　良太さん♥児玉　明菜さん
　　　　　原口　隆一さん♥由衛　真弓さん
　米　田　大迫　俊一さん♥松本マリアさん

鹿　北
　岳　間　岩崎　翔吾さん♥戸村　美月さん
菊　鹿
　六　郷　高木　久雄さん♥小椋　郁美さん
鹿　本
　来　民　渡邉　真也さん♥杉本はる陽さん
　中　富　永本　幸生さん♥尾﨑　優子さん

う ぶ ご え
山　鹿

　山　鹿　管　菜
な な ほ

々穂さん　山野　咲
さ き

季さん
　　　　　福永　陽

よ う た

大さん　德丸　莉
り く

玖さん
　　　　　立花　迪

み ち は る

悠さん　田中輝
き る あ

琉愛さん
　　　　　冨田　真

ま な

菜さん　水本　愛
い と し

士さん
　　　　　平野　功

こ う し ん

真さん　柴藤可
か り な

梨奈さん
　　　　　別當　一

い っ せ い

榮さん　上村　真
ま さ き

暉さん
　　　　　小𠩤　奈

な お

央さん　坂下　世
せ な

和さん
　八　幡　髙木　結

ゆ い

衣さん　小塚　湊
み な と

士さん
　　　　　馬場　千

ち え

恵さん　中山　　凜
り ん

さん
　三　岳　吉川ひよりさん
　三　玉　竹田　　唄

う た

さん　江良　楓
ふ う か

夏さん

　大　道　丸山　和
か ず ま

真さん　有働　美
み く

紅さん
　　　　　徳永　明

あ か り

莉さん　平井雄
ゆ う い ち ろ う

一朗さん
　　　　　谷本　明

み つ ひ

陽さん　後藤　　旭
あさひ

さん
　　　　　柿本　海

み り

璃さん
鹿　北

　岩　野　内藤　颯
そ ら

良さん　米島　芽
め い

唯さん
　広　見　藤岡龍

りゅういちろう

一郎さん
菊　鹿

　城　北　衛藤　春
は る と

人さん
鹿　本

　来　民　井手　満
み つ き

月さん　渡邊　樹
き い ち

一さん
　　　　　豊田晃

こ う た ろ う

太郎さん　井上　陽
は る き

喜さん
　　　　　日高　匠

た く み

海さん
　稲　田　古里　一

い ち か

華さん
鹿　央

　米野岳　姫井　清
せ い か

花さん

山　鹿
　山　鹿　松本　千惠さん (84)　葊田　朝枝さん (77)
　　　　　松永　誠子さん (82)　　山　榮子さん (85)
　　　　　髙田　信人さん (87)　栗𠩤　律子さん (87)
　　　　　平山　正尊さん (93)
　米　田　原田　廣惠さん (87)
　川　辺　千原　輝美さん (59)　坂本キヌコさん (83)
　八　幡　古家ミヨ子さん (85)　酒井誠之助さん (87)
　　　　　嘉悦　玲子さん (66)
　平小城　永田　留喜さん (84)
　三　岳　大坂　優子さん (83)　江田　　元さん (94)
　　　　　前田　俊弘さん (71)
　三　玉　渕上　ハルさん (99)　長迫タチエさん (99)
　大　道　永田　久男さん (68)　宮本　眞哉さん (76)
鹿　北
　岳　間　平田　祐治さん (92)

お く や み
　岩　野　松本　正憲さん (84)　山口智惠子さん (89)
　　　　　古川　役雄さん (82)　堤　　清髙さん (81)
　広　見　大渕　俊光さん (93)　梶山　民子さん (90)
菊　鹿
　内　田　河津　安雄さん (92)　渕上　彌生さん (94)
　　　　　藤原　義信さん (79)　早田　守雄さん (86)
　六　郷　大村　武士さん (96)　平井　龍子さん (88)
　城　北　矢野　光誠さん (77)　櫻井　輝幸さん (89)
　　　　　丸山千霍子さん (96)　金光　幸長さん (80)
鹿　本
　来　民　吉岡紘一郎さん (77)　大木　正辰さん (95)
　　　　　河崎　藏次さん (68)　堤　ミツオさん (90)
　　　　　本田　政利さん (80)
　稲　田　藤本八千代さん (92)　岡本　　慶さん (94)
鹿　央
　米野岳　松本　貞夫さん (71)
　山　内　竹下　一矢さん (81)

　平成 29 年度税制改正により、配偶者控除および
配偶者特別控除の控除額などの見直しが行われまし
た。平成 31 年度以降の市・県民税（平成 30 年 1月
以降の収入が対象）から、配偶者控除および配偶者
特別控除の控除額が変更となります。

●配偶者控除の見直し

●配偶者特別控除の見直し

　配偶者控除を受けることができる納税義務者の合計所
得金額が、1,000 万円以下（給与収入 1,220 万円以下）
に制限されました。配偶者控除の控除額は、納税義務者
の合計所得金額に応じて、段階的に減少する仕組みが設
けられました。

※２つの表内の控除額は市県民税の控除額であり、所得税の控除額とは異なりますのでご注意ください。

　対象となる配偶者の合計所得金額の上限額が、従来の
「76 万円未満（給与収入 141 万円未満）」から「123 万
円未満（給与収入 201 万 6千円未満）」に引き上げられ、

その金額に応じて控除額が適用されます。納税義務者の
合計所得金額が 900 万円を超えると、控除額が段階的
に減少し、1,000 万円を超えると控除されません。

平成 31 年度課税分から適用

配偶者控除および
配偶者特別控除の見直し

市県民税配偶者控除の一覧表

市県民税配偶者特別控除の一覧表

納税義務者の合計所得金額

900 万円以下 900 万円超　
950 万円以下

950 万円超
1,000 万円以下 1,000 万円超

配偶者の合計所得金額
38 万円以下 33 万円 22 万円 11 万円

適用なし
老人配偶者控除額
（70 歳以上） 38 万円 26 万円 13 万円

納税義務者の合計所得金額

900 万円以下 900 万円超　
950 万円以下

950 万円超
1,000 万円以下 1,000 万円超

配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額

  38 万円超　  90 万円以下 33 万円 22 万円
11 万円

適用なし

  90 万円超　  95 万円以下 31 万円 21 万円

  95 万円超　100 万円以下 26 万円 18 万円 　9 万円

100 万円超　105 万円以下 21 万円 14 万円 　7 万円

105 万円超　110 万円以下 16 万円 11 万円 　6 万円

110 万円超　115 万円以下 11 万円 　8 万円 　4 万円

115 万円超　120 万円以下 　6 万円 　4 万円 　2 万円

120 万円超　123 万円以下 　3 万円 　2 万円 　1 万円

123 万円超 適用なし

問税務課　☎(43)1120

　納税義務者と同一生計の配偶者が障がい者で、合
計所得金額が 38万円以下の場合は、納税義務者の合
計所得金額に関わらず、障害者控除が適用できます。

障害者控除の適用
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〈�

有
料
広
告�

〉

鹿北ゴルフ倶楽部からのご案内！鹿北ゴルフ倶楽部からのご案内！
平素より、地元の皆様には大変、お世話になっております。

＊健康推進企画！ 毎週木曜日は、スペシャルデー ￥6,220 ～
＊趣味を増やしたい方！ 初心者ゴルフレッスン開催中 ￥2,000 ～
＊新規にコースナビゲーション導入！
山鹿市鹿北町岩野1259-2　株式会社鹿北ゴルフ倶楽部　☎0968(32)3888

〈�

有
料
広
告�

〉
除草作業・網戸の張り替え・福祉家事援助サービス作業など　まずはお見積もりを！

★ シルバー派遣事業についてもご相談ください ★
　　　　　　 ※詳しくはホームページを　http://www.sjc.ne.jp/yamaga/

センターにて新入会員説明会を開催します。
毎月、第２・４水曜日

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

家庭の軽作業など、シルバー人材センターにお任せください

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦ 
固
定
資
産
税
（
第
２
期
）

◦ 
国
民
健
康
保
険
税
（
第
２
期
）

◦ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
１
期
）

◦ 

納
期
限　
７
月
31
日
㈫

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦  

夜
間
（
平
日
）　
７
月
27
日
㈮
、
30
日
㈪
、

31
日
㈫
　
午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
７
月
22
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課�

⑥
番
窓
口

※ 

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係
　
　
　
☎（
43
）１
１
４
４

　
２
０
１
９
年
版
市
民
手
帳
の
購
入
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
購
入
を
希
望
す

る
人
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
購
入
は
完
全
予
約
制
で
す
。

◦ 

申
し
込
み
方
法　
各
行
政
区
で
回
覧
さ
れ

る
「
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
す
る

か
、
直
接
市
役
所
総
務
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦
申
込
期
限
　
７
月
31
日
㈫

◦
価
格
　
４
７
０
円
（
消
費
税
込
み
）

問
総
務
課
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
１
７

　
県
内
で
は
毎
年
十
数
人
の
尊
い
命
が
農
作

業
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
65
歳
以

上
の
高
齢
者
に
よ
る
事
故
や
、
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
の
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
農
作
業
を
行
う
際
は
、
次
の

「
農
作
業
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

◦
農
作
業
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・ 

高
齢
者
の
人
が
農
作
業
を
行
う
際
は
、
特

２
０
１
９
年
版
市
民
手
帳
販
売
の

お
知
ら
せ

ス
ト
ッ
プ
！
農
作
業
事
故

お 知
せら

お 知
せら

に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
余
裕
を
も
っ
た

作
業
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

安
全
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使

用
し
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

・ 

道
路
や
ほ
場
の
傾
斜
や
路
肩
な
ど
の
作
業

環
境
を
十
分
確
認
し
、
事
故
を
起
こ
し
に

く
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・ 

機
械
の
点
検
や
清
掃
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン

を
止
め
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
農
作
業
に
は
多
く
の
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
。
農
作
業
事
故
を
な
く
す
た
め
に
は
、
農

業
者
一
人
一
人
が
事
故
防
止
意
識
を
持
っ
て

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
家
族

や
仲
間
か
ら
も
「
声
か
け
」
を
行
い
、
よ
り

一
層
の
事
故
防
止
意
識
を
も
っ
て
、
農
作
業

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
業
振
興
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
５
６

　
ミ
ツ
バ
チ
は
採
蜜
は
も
と
よ
り
果
樹
類
や

イ
チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
、
ス
イ
カ
な
ど
の
園
芸
作
物

の
花
粉
交
配
に
は
不
可
欠
で
、
農
業
生
産
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
早
期
水
稲
は
出
穂
・
開
花
期
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
時
期
の
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
は
、

次
の
３
点
に
留
意
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
被
害
が

生
じ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①�

農
薬
ラ
ベ
ル
の
使
用
上
の
注
意
事
項
を
よ

く
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ
る
薬

剤
を
使
用
す
る
場
合
は
特
に
注
意
す
る
。

②�

近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置
や
防
除
計

画
な
ど
事
前
に
情
報
を
共
有
す
る
。

③�

防
除
時
は
、水
田
の
周
辺
を
十
分
確
認
し
、

ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い

よ
う
注
意
す
る
。

問�

熊
本
県
農
業
技
術
課

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害

防
止
に
つ
い
て

お 知
せら

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
３
８
１

　
熊
本
県
畜
産
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
０
１

　
成
人
式
の
企
画
や
当
日
の
運
営
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

募
集
対
象

　

 

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◦ 

募
集
人
員
　
10
人
程
度

◦
応
募
期
限
　
７
月
31
日
㈫
ま
で

※�

成
人
式
は
平
成
31
年
１
月
14
日
㈷
、
山
鹿

市
総
合
体
育
館
で
開
催
予
定

問
社
会
教
育
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
６
５
１

　
野
菜
や
果
物
の
種
類
や
特
性
、
栄
養
素
材

に
あ
っ
た
食
べ
方
、
盛
り
付
け
方
な
ど
に
精

通
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
認
定
す
る
純
民

間
資
格
を
取
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平
成
31
年
山
鹿
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

野
菜
ソ
ム
リ
エ
受
講
者
募
集

募 集募 集

入札結果の報告（５月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問防災監理課　☎（43）1113
入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

５/15 平成 30 年度　南島送配水管布設工事（４工区） 南島地内 ㈲岩野石油 28,728,000

５/29 鹿本広域農道２号線（上吉田地区）舗装改修工事 上吉田地内 ㈲古澤建設 8,779,320

５/29 バイオマスセンター堆肥舎屋根改修工事 鹿本町高橋地内 池田組 7,927,200

５/29 平成 30 年度　南島水源地改良工事 南島地内 ㈱九電工　山鹿営業所 27,810,000

５/29 鹿央市民センター空調改修工事 鹿央町合里地内 ㈲有働設備 36,914,400

◦ 

資
格　

 

日
本
野
菜
ソ
ム
リエ
協
会
認
定
資
格

◦ 

募
集
対
象
者　

 

野
菜
生
産
者

◦ 

募
集
人
員
　
15
人

◦
受
講
コ
ー
ス
　
野
菜
ソ
ム
リ
エ
コ
ー
ス

◦
受
講
日
時
　

　
10
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰

　（
２
日
間
の
集
中
講
座
）

　
20
日
㈯
：
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
45
分

　
21
日
㈰
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
半

◦
資
格
試
験
　
11
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
〜
４
時
15
分

◦
受
講
場
所
　
熊
本
市
国
際
交
流
会
館

◦ 

受
講
料　
13
万
７
２
０
０
円
（
２
分
の
１

を
助
成
し
ま
す
）

問
農
業
振
興
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
５
５
６

平成 30 年の実行委員会の皆さん 

　
将
来
、
医
師
と
し
て
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン

タ
ー
に
勤
務
し
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
意

思
の
あ
る
医
学
生
に
、
修
学
資
金
を
貸
与
す

る
こ
と
で
、
医
師
の
確
保
と
地
域
住
民
の
健

康
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
募
集

し
ま
す
。

◦ 

募
集
人
員
　
１
人

　（
国
公
立
・
私
立
大
学
生
）

◦ 

募
集
期
限　
７
月
13
日
㈮
ま
で

※�

詳
し
く
は
、
山
鹿
市
お
よ
び
山
鹿
市
民
医

療
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問�

健
康
増
進
課
　
　
　��

☎（
43
）０
０
５
０

　
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

平
成
30
年
度
山
鹿
市
医
師
修
学

資
金
貸
与
者
二
次
募
集

募 集
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理容ハタシマ カット1000円（税別）
山鹿店・3号線セントラルパーク内源氏湯そば
東　店・325号線Mr.Max ななめ前に移動しました
※スタンプ 20個で調髪一式が無料のカード
※60歳以上 200 円割引（セット・平日のみのご利用）

山鹿市鹿本町御宇田691-1　有限会社たけや

お問い合わせ
☎0968（43）1838

H

〈�

有
料
広
告�

〉ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島 865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL

78万円(税別)

パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
か
ら
ワ
ー
ド
、
エ

ク
セ
ル
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
技
術
を

身
に
付
け
、
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象
　
身
体
（
上
肢
・
内
部
）、精
神
、

発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能

◦ 

募
集
人
員
　
10
人

◦ 

募
集
期
間
　
７
月
11
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈮

◦  

訓
練
期
間　
10
月
２
日
㈫
〜
12
月
27
日
㈭

◦ 

訓
練
場
所　
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

　（
熊
本
市
中
央
区
）

ビ
ジ
ネ
ス
技
能
資
格
取
得
科（
在
職
者
訓
練
）

　
企
業
で
求
め
ら
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
技
能

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
）
を
習
得
し
、
そ
の
証

で
あ
る
資
格
取
得
ま
で
を
目
指
す
訓
練
で
す
。

◦ 

受
講
対
象
　
身
体
（
上
肢
・
下
肢
・
内
部
）、

精
神
、
発
達
、
難
病
の
在
職
中
の
人

◦ 

募
集
人
員
　
５
人

◦ 

募
集
期
限
　
８
月
31
日
㈮

◦  

訓
練
期
間　
10
月
２
日
㈫
〜
12
月
25
日
㈫

訓
練
は
火
曜
・
木
曜
日
、
午
後
６
時
か
ら

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
生
の
募
集

募 集

年
３
月
ま
で
に
養
成
機
関
を
卒
業
し
、

助
産
師
免
許
取
得
見
込
み
の
人

◦ 

採
用
日
　
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪

◦ 

申
し
込
み
方
法　
応
募
書
類
を
市
民
医
療

セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課
で
配
布
、
ま
た
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
し
込
み
締
め
切
り　
７
月
27
日
㈮

◦
試
験
日
　
８
月
４
日
㈯

◦
試
験
会
場
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

※�

詳
し
く
は
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
問
山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
経
営
管
理
課

☎（
44
）２
１
８
５

　
こ
の
名
刺
録
は
広
く
活
用
さ
れ
、
多
方
面

に
紹
介
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

申
込
金
　
１
人
掲
載
に
つ
き
６
０
０
円

◦ 

申
し
込
み
方
法
　
地
域
振
興
公
社
に
備
え

付
け
の
用
紙
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
込
期
限
　
７
月
20
日
㈮

◦ 

発
行
予
定
日
　
９
月
下
旬

問�

山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎（
43
）０
１
１
１

「
２
０
１
８
山
鹿
市
名
刺
録
」
の

掲
載
募
集

募 集

◦ 派遣期間　11月３日㈷～ 10 日㈯
◦ 募集人員　市内に住んでいる中学生 20人程度
◦ 滞在形態　ホームステイ５泊（機内２泊）
◦ 内容　ホームステイによる生活文化体験、ホスト
ファミリー交流、モナロ高校交流など

◦ 経費　旅費 24 万円程度（うち実行委員会で２分
の１を助成）、そのほか個人の経費は全額自己負担

◦ 申込期限　７月 26日㈭　必着
◦ 申込先　社会教育課か市内各中学校

問�社会教育課（実行委員会事務局）　☎（43）1651

オーストラリア
クーマへの
派遣生を募集します

◦  

職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
①
看
護
師
（
正
職
員
）
15
人
程
度

　
②
助
産
師
（
正
職
員
）
３
人
程
度

◦  

受
験
資
格
　

　
①�

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
看

護
師
免
許
を
持
つ
人
。
ま
た
は
平
成
31

年
３
月
ま
で
に
養
成
機
関
を
卒
業
し
、

看
護
師
資
格
取
得
見
込
み
の
人

　
②�

昭
和
43
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
助

産
師
免
許
を
持
つ
人
。
ま
た
は
平
成
31

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

職
員
募
集

募 集

◦  

職
種

　
①
看
護
師
②
准
看
護
師
　
若
干
名
募
集

◦  

業
務
内
容
　
要
介
護
認
定
調
査

◦ 

任
用
期
間
　

　
８
月
１
日
㈬
〜
平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

◦ 

勤
務
時
間　
週
29
時
間
以
内

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
45
分（
平
日
の
み
）

◦ 

賃
金
　
①
７
１
０
０
円
②
６
８
０
０
円

◦ 

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度

◦ 

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
資
格
免
許
証
の
写
し
を

添
え
て
長
寿
支
援
課
に
持
参
か
郵
送

◦ 

申
込
期
限
　
７
月
13
日
㈮
　

山
鹿
市
非
常
勤
職
員

要
介
護
認
定
訪
問
調
査
員
募
集

募 集

　
郵
送
の
場
合
は
７
月
13
日
㈮
必
着

◦ 

面
接
試
験
　
申
し
込
み
者
へ
通
知
し
ま
す
。

問
長
寿
支
援
課
　
　
　
　
☎（
43
）１
１
８
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

新
入
会
員
募
集

　
市
内
に
お
住
ま
い
の
原
則
60
歳
以
上
で
、

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
は
、
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。
新
入
会
員
説
明
会
を

毎
月
２
回
開
催
し
ま
す
の
で
、
入
会
を
希

望
す
る
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
特
に
施
設
管
理
、
施
設
清
掃
、
農
作
業

の
会
員
さ
ん
を
募
集
し
てい
ま
す
。

◦  

説
明
会
期
日  

７
月
11
日
㈬
・
25
日
㈬

◦  

会
場　
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

◦�

時
間
　
午
前
10
時
〜

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）１
８
５
０

　
市
営
墓
地
の
利
用
者
を
公
募
し
ま
す
。

Ｂ
区
画
（
６
㎡
）

　
・
公
募
区
画
　
７
区
画

　
・
使
用
料
　
15
万
円

　
・
年
間
管
理
料
　
２
５
２
０
円

Ｃ
区
画
（
４
㎡
）

　
・
公
募
区
画
　
１
区
画

　
・
使
用
料
　
10
万
円

　
・
年
間
管
理
料
　
１
６
８
０
円

◦ 

所
在
地
　
鹿
校
通
２
丁
目

◦ 

対
象
者
　
山
鹿
市
に
「
住
民
票
」
ま
た
は

「
本
籍
」
が
あ
る
人

※�

山
鹿
市
に
住
民
票
が
な
い
人
は
使
用
料
が

増
額
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◦ 

申
請
方
法
　
環
境
課
（
本
庁
舎
１
階
）
お

よ
び
各
市
民
セ
ン
タ
ー
に
申
請
書
を
用
意

市
営
墓
地
の
利
用
者
を

公
募
し
ま
す

募 集

し
て
い
ま
す
。「
世
帯
全
員
の
住
民
票（
謄

本
）」
か
「
戸
籍
謄
（
抄
）
本
」
を
付
け

て
、
窓
口
に
提
出
す
る
か
郵
送
し
て
く
だ

さ
い
（
平
日
の
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時

15
分
ま
で
）。

◦ 

申
請
期
限
　
７
月
２
日
㈪
〜
８
月
17
日
㈮

（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

※�

区
画
の
決
定
な
ど
は
９
月
15
日
㈯
に
抽
選

会
を
行
う
予
定
で
す
。

問
環
境
課
　
　
　
　
　
　
☎（
43
）７
２
１
１

�「
ま
る
・
さ
ん
か
く
・
し
か
く
で
描
こ
う

〜
古
代
絵
画
教
室
〜
」

　
土
か
ら
絵
の
具
を
作
り
、
装
飾
古
墳
に
描

か
れ
た
文
様
を
石
版
に
描
い
て
み
よ
う
！

◦ 

日
時
　
８
月
４
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦ �

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◦ �

申
込
受
付
開
始
日
　
７
月
１
日
㈰
〜

　（
月
曜
日
は
休
館
日
）

◦ �

参
加
費
　
５
０
０
円

問�

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室
７
月
受
け
付
け

募 集 ２
〜
３
時
間

◦ 

訓
練
場
所　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア

イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

　（
熊
本
市
中
央
区
）

※�

各
コ
ー
ス
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
テ
キ

ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

※�

募
集
案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
熊
本
県
立

高
等
技
術
専
門
校
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
２
９
７
）９
９
１
５
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お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

〈�

有
料
広
告�

〉
㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

※�主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、
八千代座までどうぞ　　　　　　　　　　　　問☎ (44)4004

７月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　�７月２日㈪・３日㈫・５日㈭・９日㈪・10日㈫・12日㈭・16日㈷・

17日㈫・19日㈭・26日㈭・30日㈪・31日㈫
時間　１日２回（午前 11時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

開催日 行　事　名 時間 料金

１日㈰ スロヴァキア国立オペラ 2018
コンサートオペラ「カルメン」 午後 有料

11日㈬ 休　館　日

21日㈯ 日本舞踊昂月流　昂月夏おどり 午後 無料

29日㈰ 名作アニメスペシャル
八千代座映写会 11 日中 有料

７
月
の
さ
く
ら
湯
休
館
日

７
月
18
日
㈬
（
第
３
水
曜
日
）

　
南
関
町
に
あ
る
県
公
共
関
与
最
終
処
分
場

「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
」
で
は
、
環
境
学
習
の

一
環
と
し
て
「
エ
ビ
釣
り
体
験
」
を
開
催
し

ま
す
。夏
休
み
の
宿
題
や
思
い
出
づ
く
り
に
、

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時
　
７
月
28
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

※�

雨
天
の
場
合
は
、室
内
で
「
水
槽
の
観
察
」

な
ど
の
内
容
に
な
り
ま
す
。

◦ 

場
所
　
最
終
処
分
場

　
　
　
　「
エ
コ
ア
く
ま
も
と
（
南
関
町
）」

エ
ビ
釣
り
体
験

催 し

◦ 

対
象　
小
学
生
と
保
護
者
20
人

◦ 

持
参
す
る
も
の
　
帽
子
、
水
筒
、
筆
記
具
、

容
器
（
エ
ビ
を
持
ち
帰
り
た
い
人
の
み
）

◦ 

申
し
込
み
　
先
着
順

※�

申
し
込
み
は
参
加
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢

を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問�

熊
本
県
環
境
整
備
事
業
団

☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０
　
　
８
５
１
０

FAX

　
こ
の
夜
だ
け
、
古
墳
館
を
夜
間
開
館
し
ま

す
！

　
古

い
に
し
えよ
り
人
は
星
を
眺
め
、
星
に
願
い
を
託

し
て
き
た
…
装
飾
古
墳
に
描
か
れ
た
「
星
」

に
込
め
ら
れ
た
想
い
と
は
。
愛め

で
あ
い逢

月づ
き

の
星
降

る
夜
、
大
切
な
人
と
古
代
に
想
い
を
は
せ
て

み
ま
せ
ん
か
？

◦ 

内
容

　
・�

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
サ
ッ
ク
ス
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
、
ギ
タ
ー
）

　
・
学
芸
員
に
よ
る
展
示
室
解
説

　
・
こ
の
日
だ
け
の
館
内
演
出

◦ 

日
時

　
７
月
７
日
㈯
　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

　（
最
終
入
館
７
時
半
）

※
観
覧
料
が
必
要
で
す（
高
校
生
以
下
無
料
）。

※�

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
装
飾
古
墳
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

県
立
装
飾
古
墳
館
　
　
☎（
36
）２
１
５
１

ナイ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

「
古
墳
館
へ
行
かｎ
ｉｇ
ｈ
ｔ
☆
」

催 し
　
職
業
訓
練
は
、
求
職
者
が
職
業
訓
練
に
よ

る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
て
、
早
期
就
職
を

実
現
す
る
た
め
に
、
国
が
支
援
す
る
制
度
で

す
。
原
則
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。
さ
ら
に

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇
用
保
険
な
ど

を
受
給
し
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
す
。

※�

近
日
中
に
実
施
予
定
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊

池
管
内
の
職
業
訓
練

◦ 

訓
練
場
所
　
合
志
市

◦ 

訓
練
科
目
　
機
械
加
工
技
術
科
、
電
気
設

備
施
工
科
、
生
産
管
理
サ
ポ
ー
ト
科
、
組

込
み
マ
イ
コ
ン
技
術
科
、
溶
接
加
工
科
、

電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全

技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設

備
サ
ー
ビ
ス
科
（
他
に
も
新
た
な
コ
ー
ス

設
定
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

◦ 

募
集
期
間
　
７
月
２
日
㈪
〜
26
日
㈭

◦ 

訓
練
実
施
期
間

　�

９
月
５
日
㈬
〜
平
成
31
年
２
月
28
日
㈭

（
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
、

生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科
は
平
成
31

年
３
月
29
日
㈮
ま
で��

）

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池
訓
練
担
当

☎
０
９
６
８（
24
）８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス

募 集

　日　時：９月２３日㈰　開場：午後１時半　開演：午後２時
　場　所：山鹿市民交流センター　文化ホール
　料　金：入場無料（入場券が必要です。全席自由　410 席）
　内　容

「往信表面」宛先：〒 861-0501 山鹿市山鹿 987-3
　　　　　  山鹿市民交流センター「日露交歓コンサート」係

「往信裏面」 応募者の①住所②氏名③電話番号④入場希望者
数（最大４人まで）⑤その他（車椅子の使用など）

　　　　　  ※応募者多数の場合は抽選となります。

「返信表面」応募者の①郵便番号②住所③氏名
「返信裏面」何も記載しないでください。（白紙）
　　　　　   主催者側で入場の可否を印刷し、２週間

前までに返送します。

応募方法

応募期間
注意事項

地区主催

往復ハガキに下記のとおり記載し、お申し込みください。

７月１日㈰〜８月 25 日㈯　※当日必着

 ・ 駐車場には限りがありますので、会場へは、なるべく公共の交通機関をご利用ください。
・未就学児の入場はご遠慮ください。

 一般財団法人山鹿市地域振興公社　熊本県　公益財団法人熊本県立劇場

チャイコフスキー記念国立モスクワ音楽院 日露交歓コンサート 2018

問山鹿市民交流センター　☎（43）1081

　世界的に有名な音楽家を輩出し続けるチャイコフスキー記念国立モスクワ音楽院。その卒業生や研修生を
はじめとする超一流の国際的音楽家が山鹿にやってきます。質の高い音楽に触れ、演奏者たちとの国際的な
交流を体験できる、チェロ、バイオリン、ピアノ、声楽による 2 部構成のクラシックコンサートです。特に
子どもたちが一流の芸術に触れることのできるよい機会ですので、どうぞ親子でご来場ください。



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

広報やまが　2018.7　3435　2018.7　広報やまが

試合結果

オムロン 27［　　 ］17 香川銀行12- 8
15- 9

・１回戦

オムロン 12［　　 ］28 北國銀行  9-15
  3-13

・決勝リーグ

オムロン 17［　　 ］16 ソニーセミコンダクタ12- 8
  5-  8

オムロン 19［　　 ］18 広島メイプルレッズ  7-11
12- 7 

・決勝リーグ

・大会ファイナル

７
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

１日㈰ 東内科小児科医院 / 後藤整形外科医院 山鹿岩下薬局

８日㈰ さがわ医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 グリーンファーマシィ / 山鹿岩下薬局

15 日㈰ 山鹿中央病院 / 大坂整形外科医院 ハニー薬局 / 山鹿岩下薬局

16 日㈷ 大坪内科呼吸器科医院 / 山鹿温泉リハビリテーション病院 山鹿新町薬局 / 山鹿岩下薬局 / まつ薬局

22 日㈰ 坂本医院 / 松永整形外科リウマチ科 山鹿岩下薬局

29 日㈰ 三森循環器科呼吸器科病院 山鹿いちご薬局 / 山鹿岩下薬局

＊都合で変更になる場合があります（鹿本医師会）。 ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

【一般】
①生活相談員　156,800 円～
②介護支援専門員　180,400 円～
③撮影スタジオアシスタント業務　
　13万円～
④介護士　136,800 円～
⑤看護助手　136,000 円～
⑥一般事務　15 万円～
⑦受け付け・医療事務　18 万円～
⑧フロント　163,466 円～
⑨加工作業員　167,600 円～
⑩鋳造工　16万円～
⑪貸切バス運転手　18 万円～
⑫倉庫作業員　204,064 円～
⑬ 浄化槽管理業務　19 万円

【パート】
①保育士・幼稚園教諭
　時給 950 円～
②訪問介護員　時給 1,100 円～
③一般事務　時給 900 円
④飲食店スタッフ　時給 800 円
⑤ホール係　時給 1,025 円～
⑥ハーネス加工　時給 780 円
⑦ 菓子の製造（選別作業）
　時給 800 円
⑧軽作業　時給900円～
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問�山鹿市地域職業相談室☎(43)1724

仕事の相談はお気軽に定例相談

◦日時　７月 11日㈬�
　　　　午後１時半～４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9時～正午
※�予約ではありませんので、お待ち
いただく場合があります。

◦司法書士相談　午前 10時～正午
◦法律相談　午前 10時～正午

心配ごと相談

◦ 日時　�７月４日㈬・11 日㈬・18
日㈬・25 日㈬　※要予約

　　　　午前 10時～午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許
証など）、代理の場合は委任状

問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�７月３日㈫・10 日㈫・17
日㈫・24 日㈫・31 日㈫

　　　　午後１時半～４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�７月４日㈬・11 日㈬・18
日㈬・25日㈬

　　　　午前９時半～ 11時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　７月３日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　７月 10日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　７月 17日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　�７月 24 日㈫
　　　　午後１時半～４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい者・児相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　７月６日㈮
② 司法書士相談（成年後見・多重債

務・登記関係）
　７月 20日㈮�※要予約
③法律相談　７月27日㈮�※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　７月５日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　７月４日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
①一般相談　７月３日㈫
② 司法書士相談（登記関係）
　７月 17日㈫�※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
①一般相談　７月２日㈪
②法律相談　７月 23日㈪�※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811
問社会福祉協議会本所��☎ (43)1134

◦日時　７月10日㈫�午後１時～４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時 15分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)0188

消費生活相談認知症に関する相談
◦日時　７月 11日㈬・25 日㈬
　　　　午前 10時～正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

第８回全日本社会人選手権大会

・永田　しおり選手
・吉田　起子選手

ベスト
セブン賞

準優勝！

オムロン VS
　ソニーセミコンダクタ

　５月 17 日から 20 日まで、第８回全日本社会人ハ
ンドボール選手権大会が福井県の福井市、永平寺町で
開催されました。
　オムロンは予選リーグ、香川銀行に 27-17 で勝利
し、決勝リーグに進出。決勝リーグ１回戦では北國銀
行に 12-28 で敗れてしまいましたが、このあと対戦
したソニーセミコンダクタと広島メイプルレッズとの
試合に勝利し、対戦成績２勝１敗で準優勝となりまし
た。また、この大会で個人賞として、オムロンから永
田しおり選手と吉田起

ゆき

子
こ

選手がベストセブンに選ばれ
ました。

　今回、ベストセブンに選出されたことはとて
も光栄なことです。チームも個人としても収穫
もありましたが、多くの課題も見つかりました。
今後控えている試合に向け、さらにレベルアッ
プできるよう頑張ります。

　社会人大会では悔しい結果となりましたが、
良いところやたくさんの課題が見つかり、日本
リーグに向けてしっかり修正して精進して参り
ます。今年度も皆さん、ご声援のほど、よろし
くお願いします。

永田選手のコメント

吉田選手のコメント
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7
月
号

エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

＊ 掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QRコード

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

■人の動き
人口 64 人減りました 52,513 人
男性 29 人減りました 24,719 人
女性 35 人減りました 27,794 人
世帯数 5 世帯減りました 21,796 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,226 人
15歳〜64歳 52.3 ％ 27,480 人
65歳〜 35.8 ％ 18,807 人

５月末現在 (増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♪
６
月
と
い
う
の
に
こ
の
暑
さ
、
も

う
夏
前
バ
テ
し
そ
う
で
す
。
暑
さ
に

弱
い
私
は
、
家
で
も
す
ぐ
に
冷
房
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
、部
屋
が
「
涼
し
い
」

い
や
、
少
し
「
寒
い
」
く
ら
い
の
温

度
に
す
る
の
が
お
好
み
な
の
で
す
が
、

冷
え
過
ぎ
る
の
を
嫌
う
家
族
が
い
る

家
庭
で
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。「
風

呂
上
が
り
に
は
冷
え
た
リ
ビ
ン
グ
で

ゆ
っ
く
り
」
と
入
浴
前
に
あ
ら
か
じ

め
設
定
温
度
を
低
く
し
て
お
く
と
、

い
つ
の
間
に
か
設
定
温
度
が
変
わ
っ

て
い
る
状
況
に
…
。
電
気
代
や
環
境

の
こ
と
を
考
え
れ
ば
適
温
が
一
番
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
慢
で
き

な
い
私
。
暑
く
な
る
と
わ
が
家
で
は

テ
レ
ビ
で
は
な
く
エ
ア
コ
ン
の
リ
モ
コ

ン
争
奪
戦
と
な
り
ま
す
。（
秋
）

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

千
代
の
園
酒
造
株
式
会
社

 

☎（
43
）２
１
６
１

【
純じ

ゅ
ん

米ま
い

吟ぎ
ん

醸じ
ょ
う

　
熊く

ま

本も
と

神し
ん

力り
き

】

　
山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
市
物
産
振
興
協
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。
　   

　
問
☎（
43
）４
１
１
１

　
当
社
は
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年

に
創
業
し
、
１
２
０
年
以
上
の
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
年
々
、
消
費
者
の
好

み
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
が
、
飲
ん

で
う
ま
い
お
酒
、
飲
み
手
の
心
を
豊

か
に
す
る
お
酒
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　
熊
本
神
力
は
、
熊
本
県
産
の
酒さ

か

米ま
い

「
神
力
」
を
原
料
に
、
酵
母
は
熊
本

酵
母
（
協
会
９
号
）
を
使
用
。
袋
搾

り
と
い
う
昔
な
が
ら
の
製
法
に
こ
だ

わ
っ
た
、
純
米
吟
醸
酒
で
す
。
幻
の

酒
米
と
い
わ
れ
る
神
力
の
う
ま
味
が

生
き
た
、
濃の

う

醇じ
ゅ
んで
奥
深
い
味
わ
い
が

特
徴
で
す
。

おいしか

720㎖　1,728 円（消費税込み）

千代の園酒造株式会社
代表取締役社長　本田雅

まさ

晴
はる

さん

※ 

未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
中
、
授
乳
期
の

飲
酒
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　メッセージ
　じいじ、ばあば
　これからもヤンチャな　私たちをよろしくね！♥

（H29. ６.15 生まれ）
久原�（山鹿）

　　たかもり　　あやみ

髙森　彩水ちゃん
（H26. ８.23 生まれ）

久原�（山鹿）

　　たかもり　    ほなつ

髙森　穂夏ちゃん

（H28.12.10 生まれ）
山鹿（山鹿）

   　 きよた　　   みずき 

   清田　瑞葵ちゃん
　メッセージ

じいちゃん、ばあちゃん
　いつも遊んでくれて
　ありがとう♫


